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第
一
章

　熊
野
別
当
家
の
確
執

一
、
別
当
家
次
第

　
三
山
の
長
官
を
「
熊
野
別
当
」
と
い
う
。
熊
野
別
当
は
在
地
に
お
け
る
実
務
上
の

最
高
管
掌
者
で
あ
り
、
三
山
の
衆
徒
の
承
認
を
得
て
、
正
式
に
は
朝
廷
か
ら
補
任
さ

れ
て
い
た
役
職
で
あ
る
。
十
一
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
信
憑
性
の
高
い
史

料
で
該
当
者
を
あ
げ
る
と
、
八
代
別
当
の
湛
皇
か
ら
快
宣
の
三
十
六
人
で
あ
る（
２
（　。 

ま
た
、『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』
所
収
の
『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』
で
は
、

初
代
は
快
慶
と
い
う
人
物
で
、
嵯
峨
天
皇
の
御
代
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
十
月
十
八

日
に
補
任
さ
れ
、
治
山
三
十
六
年
と
さ
れ
て
い
る（
３
（　。
し
か
し
、『
諸
山
縁
起
』
所

収
の
『
熊
野
山
本
宮
別
当
次
第
』
に
は
初
代
別
当
は
禅
洞
と
さ
れ
て
い
る
し
、『
続

群
書
類
従
』
所
収
の
『
熊
野
別
当
系
図
』
に
は
泰
救
と
さ
れ
て
い
る
。『
熊
野
那
智

大
社
文
書
』（４
（　　の
方
で
も
初
代
別
当
は
『
熊
野
本
宮
別
当
次
第
』
と
同
じ
く
禅
洞

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
く
記
載
さ
れ
始
め
る
の
は
九
代
別
当
の
殊
勝
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
初
代
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
別
当
も
そ
の
記
述
も
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
お
り
、確
か
な
こ
と
を
言
え
る
の
が
十
五
代
別
当
の
長
快
か
ら
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
坂
本
敏
行
氏
は
自
著
の
『
熊
野
三
山
と
熊
野
別
当
』
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』
で
は
、
熊
野
別
当
の
起
源
を
古
く
見
せ
る
た
め
、
長

快
・
頼
厳
ら
が
初
期
の
別
当
の
補
任
年
次
や
在
職
期
間
な
ど
に
作
為
を
加
え
た

り
、
わ
ざ
と
架
空
の
別
当
を
組
み
入
れ
た
り
し
て
そ
の
血
縁
上
の
繋
が
り
を
強

調
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
長
快
以
前
の
記
述
に
関
し
て
は
信

憑
性
の
点
で
や
や
問
題
が
残
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
と
在
職
年
数

に
関
し
て
は
、『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』
よ
り
も
、
比
較
的
史
実
に
即
し
た
系

図
を
下
に
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
『
本
宮
別
当
次
第
』
の
記
載
の
方
を
信
じ

る
べ
き
で
あ
り
、
今
後
は
『
権
記
』
の
年
号
を
基
準
に
歴
史
記
述
を
進
め
て
い

く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う（
５
（　。

　
こ
の
記
述
は
、
八
代
別
当
の
湛
皇
か
ら
十
五
代
別
当
長
快
ま
で
の
別
当
の
在
職
年

数
を
計
算
し
た
上
で
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
『
本
宮
別
当
次
第
』
の
方
が

在
職
年
数
湛
皇
か
ら
長
快
ま
で
は
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　
十
五
代
別
当
長
快
が
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
に
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
の
を
契
機

に
別
当
家
の
世
襲
が
始
ま
っ
て
い
く（
６
（　。
こ
れ
は
、
白
河
法
皇
の
熊
野
御
幸
の
際
の

功
績
で
あ
り
、
同
時
に
長
快
は
紀
伊
国
二
ヶ
郡
田
畠
五
箇
所
合
百
余
町
（『
帝
王
編

年
記
』）
も
し
く
は
、
一
ヶ
郡
田
畠
百
余
町
（『
百
練
抄
』）
が
熊
野
三
山
に
寄
進
さ

れ
て
い
る（
７
（　。
こ
れ
に
よ
り
、
熊
野
三
山
の
財
政
的
基
盤
が
確
立
す
る
と
と
も
に
、

熊
野
三
山
の
指
導
者
と
し
て
の
熊
野
別
当
の
果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

二
、
院
政
期
に
お
け
る
別
当
家
の
位
置

　
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
の
白
河
上
皇
の
熊
野
御
幸
を
機
に
熊
野
参
詣
は
全
国
に

流
行
し
て
い
く
。
白
河
上
皇
よ
り
も
前
に
宇
多
上
皇
の
御
幸
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）

が
あ
る
が
、
そ
れ
一
度
き
り
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
上
皇
イ
コ
ー
ル
熊
野
御
幸
の

し
き
た
り
に
な
る
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
白
河
上
皇
が
九
回
、
つ
づ
く
鳥

羽
上
皇
が
二
十
一
回
、
後
白
河
上
皇
が
三
十
四
回
、
後
鳥
羽
上
皇
が
二
十
八
回
と
、

二
百
年
の
間
の
熊
野
御
幸
は
九
十
八
回
に
の
ぼ
っ
た
。二
年
に
一
回
の
割
合
で
あ
り
、

一
年
に
二
回
の
御
幸
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（
８
（　。

　
白
河
上
皇
の
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
の
御
幸
に
長
快
が
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、

熊
野
別
当
家
の
位
置
が
確
立
す
る
。
同
時
に
長
快
の
位
置
が
別
当
家
内
で
確
立
す
る

の
で
あ
る
。

　
長
快
の
死
後
、
嫡
男
の
長
範
が
十
六
代
別
当
と
し
て
別
当
職
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る

（
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
五
月
十
八
日
）。
ま
た
、『
本
宮
別
当
次
第
』
の
方
で
は
、

長
範
の
弟
の
長
兼
が
長
範
が
別
当
に
補
任
さ
れ
た
翌
日
に
権
別
当
に
選
ば
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
長
範
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

保
安
四
年
を
契
機
に
熊
野
別
当
僧
綱
家
（
長
快
家
）
に
よ
る
熊
野
山
の
別
当
職
、
権

別
当
職
の
独
占
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　『
僧
綱
補
任
』
の
記
事
の
中
で
問
題
に
な
る
の
は
、
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
三

月
に
別
当
法
印
長
範
が
「
那
智
別
当
」
の
宣
を
蒙
ら
れ
た
と
い
う
興
福
寺
本
の
天
承

元
年
裏
書
の
記
事
で
あ
る
。「
熊
野
別
当
」
や
「
那
智
執
行
」
な
ど
の
呼
称
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、「
那
智
別
当
」の
呼
称
が
出
て
く
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、
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田
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（
吉
村

　亨
ゼ
ミ
）

　
　
　は
じ
め
に

　
紀
伊
半
島
南
部
、
元
の
紀
伊
国
牟
婁
郡
一
帯
を
「
熊
野
」
と
呼
ぶ
。
中
世
の
牟
婁

郡
の
範
囲
は
現
在
の
和
歌
山
県
の
西
牟
婁
・
東
牟
婁
郡
か
ら
三
重
県
の
南
牟
婁
郡
の

辺
り
ま
で
で
あ
っ
た
。「
熊
野
の
語
義
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

其
地
広
大
に
て
一
邦
域
を
な
せ
り
、
其
名
義
、
熊
は
隈
に
て
古
茂
累
に
し
て
、

山
川
幽
深
樹
木
蓊
欝
な
る
を
以
て
、
名
つ
く
る
な
り（
１
（

　
こ
の
記
述
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、熊
野
地
域
は
山
間
部
の
中
に
こ
も
っ
て
お
り
、

こ
も
る
は
隈
で
あ
る
か
ら
熊
野
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
地
は
、
三
方
を
囲
む
海
と
高
く
険
し
い
山
と
に
よ
る
地
形
的
閉
鎖
性
に
よ
っ

て
古
く
か
ら
人
々
に
聖
域
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
聖
域
と
言
っ
て
も
高

野
山
な
ら
ば
弘
法
大
使
、
比
叡
山
な
ら
ば
最
澄
な
ど
、
そ
れ
に
付
随
す
る
聖
人
が
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
比
叡
山
延
暦
寺
が
天
台
宗
の
聖
地
、
高
野
山
金
剛
峯
寺

は
真
言
宗
の
聖
地
で
あ
る
よ
う
に
、
宗
派
の
視
点
か
ら
見
た
時
、
熊
野
に
は
様
々
な

宗
派
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
た
め
、
宗
派
の
特
定
は
難
し
い
。
熊
野
の
そ
も
そ
も
の

始
ま
り
は
宗
派
と
は
関
係
な
し
に
、
民
衆
が
尊
敬
と
畏
敬
の
念
を
熊
野
に
抱
い
た
時

聖
地
と
指
定
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
た
め
、
あ
る
時
は
仏
教
の
聖
地
、
あ
る
時
は
神
道

の
聖
地
と
い
う
風
に
熊
野
は
様
々
な
顔
を
見
せ
て
い
る
。
や
が
て
本
宮
・
新
宮
・
那

智
に
神
の
鎮
座
す
る
霊
場
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
性
を
保
持
し
つ
つ
も
三
山
と

し
て
一
体
の
神
格
と
宗
教
組
織
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
熊
野
三
山
は
周
知
の
よ
う
に
、
本
宮
・
新
宮
・
那
智
の
三
社
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
三
社
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
一
神
を
主
神
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。
こ
れ
を「
根

本
熊
三
所
権
現
」
と
い
う
。
熊
野
本
宮
大
社
は
「
家
津
御
子
神
―
素
盞
鳴
尊
」、
熊

野
速
玉
大
社
は
「
速
玉
男
神
―
伊
弉
諾
尊
」、
熊
野
那
智
大
社
は
「
熊
野
夫
須
美
神

―
伊
弉
冉
尊
」
が
主
神
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
根
本
熊
野
三
所
権
現
」
は
三
社
に
お
の

お
の
一
神
ず
つ
が
祀
ら
れ
て
い
る
。「
熊
野
権
現
」
は
こ
の
三
山
を
合
わ
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
三
神
が
三
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
か
ら
三
山
鼎
立
し
て
い
る
の
だ
。

　
三
山
の
成
立
は
三
社
と
も
異
な
っ
て
お
り
、
中
で
は
熊
野
本
宮
大
社
が
最
も
早
く

創
設
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
扶
桑
略
記
』に「
崇
神
天
皇
四
十
七
年
」と
、『
水
鏡
』

に
「
同
六
十
五
年
」
と
し
て
「
出
で
ま
し
」
の
年
代
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
社
殿
が

新
し
く
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
、
草
創
は
ず
っ
と
古
く
、
神
代
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
三
山
中
最
も
早
く
か
ら
現
れ
て
い
る
の
で
「
本
宮
」
と
呼
ば

れ
る
の
で
あ
る
。
新
宮
は
『
水
鏡
』
や
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
な
ど
に
出
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
景
行
天
皇
五
十
八
年
新
宮
を
つ
く
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
草
創
は
早

く
神
代
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
社
殿
を
新
し
く
作
っ
て
遷
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
に
よ
っ
て
「
新
宮
」
と
い
わ
れ
た
。
那
智
は
『
熊
野
年
代
記
』
に
仁
徳
天
皇
五
年

に
、
那
智
大
滝
と
と
も
に
「
出
現
」
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
那
智
の
大
滝
は
開
闢

以
来
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
神
代
よ
り
す
で
に
人
々
の
知
っ
て
い
た
と
こ
ろ
と
思
わ

れ
る
が
、
仁
徳
天
皇
の
御
代
に
熊
野
権
現
の
社
殿
が
、
大
滝
入
口
の
旧
地
か
ら
移
さ

れ
て
、
新
し
く
創
建
さ
れ
た
よ
う
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
本
論
文
で
は
、
第
二
十
一
代
別
当
湛
増
の
生
涯
と
湛
増
期
に
お
け
る
熊
野
水
軍
の

動
向
を
中
心
に
、
時
代
の
転
換
期
に
お
け
る
熊
野
三
山
、
取
り
分
け
別
当
家
と
熊
野

水
軍
の
勢
力
の
重
要
性
を
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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第
一
章

　熊
野
別
当
家
の
確
執

一
、
別
当
家
次
第

　
三
山
の
長
官
を
「
熊
野
別
当
」
と
い
う
。
熊
野
別
当
は
在
地
に
お
け
る
実
務
上
の

最
高
管
掌
者
で
あ
り
、
三
山
の
衆
徒
の
承
認
を
得
て
、
正
式
に
は
朝
廷
か
ら
補
任
さ

れ
て
い
た
役
職
で
あ
る
。
十
一
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
信
憑
性
の
高
い
史

料
で
該
当
者
を
あ
げ
る
と
、
八
代
別
当
の
湛
皇
か
ら
快
宣
の
三
十
六
人
で
あ
る（
２
（　。 

ま
た
、『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』
所
収
の
『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』
で
は
、

初
代
は
快
慶
と
い
う
人
物
で
、
嵯
峨
天
皇
の
御
代
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
十
月
十
八

日
に
補
任
さ
れ
、
治
山
三
十
六
年
と
さ
れ
て
い
る（
３
（　。
し
か
し
、『
諸
山
縁
起
』
所

収
の
『
熊
野
山
本
宮
別
当
次
第
』
に
は
初
代
別
当
は
禅
洞
と
さ
れ
て
い
る
し
、『
続

群
書
類
従
』
所
収
の
『
熊
野
別
当
系
図
』
に
は
泰
救
と
さ
れ
て
い
る
。『
熊
野
那
智

大
社
文
書
』（４
（　　の
方
で
も
初
代
別
当
は
『
熊
野
本
宮
別
当
次
第
』
と
同
じ
く
禅
洞

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
く
記
載
さ
れ
始
め
る
の
は
九
代
別
当
の
殊
勝
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
初
代
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
別
当
も
そ
の
記
述
も
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
お
り
、確
か
な
こ
と
を
言
え
る
の
が
十
五
代
別
当
の
長
快
か
ら
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
坂
本
敏
行
氏
は
自
著
の
『
熊
野
三
山
と
熊
野
別
当
』
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』
で
は
、
熊
野
別
当
の
起
源
を
古
く
見
せ
る
た
め
、
長

快
・
頼
厳
ら
が
初
期
の
別
当
の
補
任
年
次
や
在
職
期
間
な
ど
に
作
為
を
加
え
た

り
、
わ
ざ
と
架
空
の
別
当
を
組
み
入
れ
た
り
し
て
そ
の
血
縁
上
の
繋
が
り
を
強

調
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
長
快
以
前
の
記
述
に
関
し
て
は
信

憑
性
の
点
で
や
や
問
題
が
残
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
と
在
職
年
数

に
関
し
て
は
、『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』
よ
り
も
、
比
較
的
史
実
に
即
し
た
系

図
を
下
に
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
『
本
宮
別
当
次
第
』
の
記
載
の
方
を
信
じ

る
べ
き
で
あ
り
、
今
後
は
『
権
記
』
の
年
号
を
基
準
に
歴
史
記
述
を
進
め
て
い

く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う（
５
（　。

　
こ
の
記
述
は
、
八
代
別
当
の
湛
皇
か
ら
十
五
代
別
当
長
快
ま
で
の
別
当
の
在
職
年

数
を
計
算
し
た
上
で
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
『
本
宮
別
当
次
第
』
の
方
が

在
職
年
数
湛
皇
か
ら
長
快
ま
で
は
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　
十
五
代
別
当
長
快
が
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
に
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
の
を
契
機

に
別
当
家
の
世
襲
が
始
ま
っ
て
い
く（
６
（　。
こ
れ
は
、
白
河
法
皇
の
熊
野
御
幸
の
際
の

功
績
で
あ
り
、
同
時
に
長
快
は
紀
伊
国
二
ヶ
郡
田
畠
五
箇
所
合
百
余
町
（『
帝
王
編

年
記
』）
も
し
く
は
、
一
ヶ
郡
田
畠
百
余
町
（『
百
練
抄
』）
が
熊
野
三
山
に
寄
進
さ

れ
て
い
る（
７
（　。
こ
れ
に
よ
り
、
熊
野
三
山
の
財
政
的
基
盤
が
確
立
す
る
と
と
も
に
、

熊
野
三
山
の
指
導
者
と
し
て
の
熊
野
別
当
の
果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

二
、
院
政
期
に
お
け
る
別
当
家
の
位
置

　
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
の
白
河
上
皇
の
熊
野
御
幸
を
機
に
熊
野
参
詣
は
全
国
に

流
行
し
て
い
く
。
白
河
上
皇
よ
り
も
前
に
宇
多
上
皇
の
御
幸
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）

が
あ
る
が
、
そ
れ
一
度
き
り
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
上
皇
イ
コ
ー
ル
熊
野
御
幸
の

し
き
た
り
に
な
る
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
白
河
上
皇
が
九
回
、
つ
づ
く
鳥

羽
上
皇
が
二
十
一
回
、
後
白
河
上
皇
が
三
十
四
回
、
後
鳥
羽
上
皇
が
二
十
八
回
と
、

二
百
年
の
間
の
熊
野
御
幸
は
九
十
八
回
に
の
ぼ
っ
た
。二
年
に
一
回
の
割
合
で
あ
り
、

一
年
に
二
回
の
御
幸
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（
８
（　。

　
白
河
上
皇
の
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
の
御
幸
に
長
快
が
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、

熊
野
別
当
家
の
位
置
が
確
立
す
る
。
同
時
に
長
快
の
位
置
が
別
当
家
内
で
確
立
す
る

の
で
あ
る
。

　
長
快
の
死
後
、
嫡
男
の
長
範
が
十
六
代
別
当
と
し
て
別
当
職
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る

（
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
五
月
十
八
日
）。
ま
た
、『
本
宮
別
当
次
第
』
の
方
で
は
、

長
範
の
弟
の
長
兼
が
長
範
が
別
当
に
補
任
さ
れ
た
翌
日
に
権
別
当
に
選
ば
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
長
範
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

保
安
四
年
を
契
機
に
熊
野
別
当
僧
綱
家
（
長
快
家
）
に
よ
る
熊
野
山
の
別
当
職
、
権

別
当
職
の
独
占
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　『
僧
綱
補
任
』
の
記
事
の
中
で
問
題
に
な
る
の
は
、
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
三

月
に
別
当
法
印
長
範
が
「
那
智
別
当
」
の
宣
を
蒙
ら
れ
た
と
い
う
興
福
寺
本
の
天
承

元
年
裏
書
の
記
事
で
あ
る
。「
熊
野
別
当
」
や
「
那
智
執
行
」
な
ど
の
呼
称
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、「
那
智
別
当
」の
呼
称
が
出
て
く
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、
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下
田
奈
津
美

　

（
吉
村

　亨
ゼ
ミ
）

　
　
　は
じ
め
に

　
紀
伊
半
島
南
部
、
元
の
紀
伊
国
牟
婁
郡
一
帯
を
「
熊
野
」
と
呼
ぶ
。
中
世
の
牟
婁

郡
の
範
囲
は
現
在
の
和
歌
山
県
の
西
牟
婁
・
東
牟
婁
郡
か
ら
三
重
県
の
南
牟
婁
郡
の

辺
り
ま
で
で
あ
っ
た
。「
熊
野
の
語
義
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

其
地
広
大
に
て
一
邦
域
を
な
せ
り
、
其
名
義
、
熊
は
隈
に
て
古
茂
累
に
し
て
、

山
川
幽
深
樹
木
蓊
欝
な
る
を
以
て
、
名
つ
く
る
な
り（
１
（

　
こ
の
記
述
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、熊
野
地
域
は
山
間
部
の
中
に
こ
も
っ
て
お
り
、

こ
も
る
は
隈
で
あ
る
か
ら
熊
野
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
地
は
、
三
方
を
囲
む
海
と
高
く
険
し
い
山
と
に
よ
る
地
形
的
閉
鎖
性
に
よ
っ

て
古
く
か
ら
人
々
に
聖
域
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
聖
域
と
言
っ
て
も
高

野
山
な
ら
ば
弘
法
大
使
、
比
叡
山
な
ら
ば
最
澄
な
ど
、
そ
れ
に
付
随
す
る
聖
人
が
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
比
叡
山
延
暦
寺
が
天
台
宗
の
聖
地
、
高
野
山
金
剛
峯
寺

は
真
言
宗
の
聖
地
で
あ
る
よ
う
に
、
宗
派
の
視
点
か
ら
見
た
時
、
熊
野
に
は
様
々
な

宗
派
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
た
め
、
宗
派
の
特
定
は
難
し
い
。
熊
野
の
そ
も
そ
も
の

始
ま
り
は
宗
派
と
は
関
係
な
し
に
、
民
衆
が
尊
敬
と
畏
敬
の
念
を
熊
野
に
抱
い
た
時

聖
地
と
指
定
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
た
め
、
あ
る
時
は
仏
教
の
聖
地
、
あ
る
時
は
神
道

の
聖
地
と
い
う
風
に
熊
野
は
様
々
な
顔
を
見
せ
て
い
る
。
や
が
て
本
宮
・
新
宮
・
那

智
に
神
の
鎮
座
す
る
霊
場
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
性
を
保
持
し
つ
つ
も
三
山
と

し
て
一
体
の
神
格
と
宗
教
組
織
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
熊
野
三
山
は
周
知
の
よ
う
に
、
本
宮
・
新
宮
・
那
智
の
三
社
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
三
社
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
一
神
を
主
神
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。
こ
れ
を「
根

本
熊
三
所
権
現
」
と
い
う
。
熊
野
本
宮
大
社
は
「
家
津
御
子
神
―
素
盞
鳴
尊
」、
熊

野
速
玉
大
社
は
「
速
玉
男
神
―
伊
弉
諾
尊
」、
熊
野
那
智
大
社
は
「
熊
野
夫
須
美
神

―
伊
弉
冉
尊
」
が
主
神
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
根
本
熊
野
三
所
権
現
」
は
三
社
に
お
の

お
の
一
神
ず
つ
が
祀
ら
れ
て
い
る
。「
熊
野
権
現
」
は
こ
の
三
山
を
合
わ
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
三
神
が
三
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
か
ら
三
山
鼎
立
し
て
い
る
の
だ
。

　
三
山
の
成
立
は
三
社
と
も
異
な
っ
て
お
り
、
中
で
は
熊
野
本
宮
大
社
が
最
も
早
く

創
設
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
扶
桑
略
記
』に「
崇
神
天
皇
四
十
七
年
」と
、『
水
鏡
』

に
「
同
六
十
五
年
」
と
し
て
「
出
で
ま
し
」
の
年
代
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
社
殿
が

新
し
く
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
、
草
創
は
ず
っ
と
古
く
、
神
代
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
三
山
中
最
も
早
く
か
ら
現
れ
て
い
る
の
で
「
本
宮
」
と
呼
ば

れ
る
の
で
あ
る
。
新
宮
は
『
水
鏡
』
や
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
な
ど
に
出
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
景
行
天
皇
五
十
八
年
新
宮
を
つ
く
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
草
創
は
早

く
神
代
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
社
殿
を
新
し
く
作
っ
て
遷
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
に
よ
っ
て
「
新
宮
」
と
い
わ
れ
た
。
那
智
は
『
熊
野
年
代
記
』
に
仁
徳
天
皇
五
年

に
、
那
智
大
滝
と
と
も
に
「
出
現
」
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
那
智
の
大
滝
は
開
闢

以
来
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
神
代
よ
り
す
で
に
人
々
の
知
っ
て
い
た
と
こ
ろ
と
思
わ

れ
る
が
、
仁
徳
天
皇
の
御
代
に
熊
野
権
現
の
社
殿
が
、
大
滝
入
口
の
旧
地
か
ら
移
さ

れ
て
、
新
し
く
創
建
さ
れ
た
よ
う
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
本
論
文
で
は
、
第
二
十
一
代
別
当
湛
増
の
生
涯
と
湛
増
期
に
お
け
る
熊
野
水
軍
の

動
向
を
中
心
に
、
時
代
の
転
換
期
に
お
け
る
熊
野
三
山
、
取
り
分
け
別
当
家
と
熊
野

水
軍
の
勢
力
の
重
要
性
を
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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け
僧
綱
補
任
さ
れ
た
熊
野
別
当
家
の
関
係
者
は
、
湛
実
、
長
増
、
範
智
の
三
人
で

あ
っ
た
（
33
（　
。
湛
実
は
湛
快
の
嫡
男
で
あ
り
、
湛
増
の
長
兄
に
あ
た
る
。
湛
実
は
本
宮

の
常
任
と
し
て
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
長
増
は
前
別
当
長
兼
の
嫡
男
に
あ
た

り
、
本
宮
の
楽
器
修
理
功
で
湛
快
の
推
挙
を
受
け
て
法
橋
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
長
増
は
当
時
、
本
宮
の
修
理
別
当
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

範
智
と
は
、
行
範
の
三
弟
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
熊
野
別
当
家
を
構
成
す

る
主
要
三
家
（
新
宮
別
当
家
・
石
田
家
・
田
部
家
）
の
次
代
の
担
い
手
た
ち
が
登
場

し
、
先
行
す
る
行
範
は
別
と
し
て
、
共
に
法
橋
位
を
与
え
ら
れ
、
同
じ
出
発
線
に
並

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
保
元
・
平
治
の
乱
と
湛
快

　
一
一
五
〇
年
代
の
中
央
政
界
は
、
崇
徳
上
皇
派
と
鳥
羽
上
皇
・
後
白
河
上
皇
派
の

二
大
党
派
に
分
裂
し
、
両
者
は
貴
族
や
有
力
武
士
た
ち
を
巻
き
込
み
一
触
即
発
の
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

　
当
時
、
湛
快
が
創
設
し
た
熊
野
別
当
家
庶
流
の
田
辺
家
で
は
、
湛
快
が
本
宮
に
常

任
し
組
織
強
化
・
所
領
拡
大
に
つ
と
め
て
い
た
た
め
、
息
子
の
湛
実
・
湛
増
兄
弟
（
当

時
三
十
歳
～
二
十
歳
代
か
）
が
父
に
代
わ
っ
て
田
辺
地
方
に
お
け
る
在
地
支
配
を
推

し
進
め
て
い
た
。

　
久
寿
三
年
（
一
一
五
六
）
三
月
以
前
の
あ
る
時
期
、
湛
快
は
鳥
羽
法
皇
の
要
請
を

受
け
、
す
で
に
利
権
の
一
部
を
獲
得
し
て
い
た
石
清
水
八
幡
宮
領
芳
養
庄
に
隣
接
し

た
守
子
内
親
王
領
相
楽
・
南
部
庄
の
下
司
職
に
請
料
三
〇
〇
石
で
任
ぜ
ら
れ
た
（
32
（　
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
田
辺
家
は
日
高
地
方
へ
本
格
的
に
進
出
し
た
。
ま
た
、
湛

快
が
別
当
の
時
代
（
一
一
四
六
～
一
一
七
二
）
に
、
開
発
領
主
散
位
俊
成
が
三
河
国

竹
谷
・
蒲
形
庄
（
現
愛
知
県
蒲
郡
市
）
を
熊
野
山
に
寄
進
し
た
が
、
湛
快
は
こ
れ
を

自
ら
領
掌
し
た
後
、
実
の
娘
に
譲
渡
し
た
。
こ
の
後
、
竹
谷
・
蒲
形
庄
は
熊
野
別
当

家
の
歴
史
と
と
も
に
波
乱
に
富
ん
だ
変
遷
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

　
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
七
月
二
日
、鳥
羽
上
皇
が
死
去
す
る
と
、緊
張
が
高
ま
っ

て
い
た
中
央
の
政
治
情
勢
が
動
い
た
。
保
元
の
乱
は
十
一
日
早
朝
、
後
白
河
天
皇

方
の
平
清
盛
、
源
義
朝
ら
の
軍
勢
六
〇
〇
騎
余
り
が
白
河
北
殿
を
奇
襲
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
戦
い
は
あ
っ
け
な
く
一
日
足
ら
ず
で
終
結
し
、
崇
徳

上
皇
方
の
完
全
な
敗
北
と
な
っ
て
終
わ
っ
た
。
藤
原
頼
長
は
そ
の
戦
い
で
重
傷
を
負

い
死
亡
。
そ
し
て
、
加
担
し
た
貴
族
た
ち
は
流
罪
、
捕
虜
と
な
っ
た
。
平
忠
正
・
平

家
弘
ら
十
一
人
の
平
氏
、
さ
ら
に
源
為
義
ら
十
二
人
の
源
氏
の
武
士
た
ち
は
、
藤
原

信
西
入
道
の
建
言
に
よ
り
次
々
と
斬
首
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
時
戦
い
に
加
わ
っ
た

者
の
中
で
、
父
の
為
義
と
同
行
し
て
い
た
熊
野
新
宮
出
身
の
源
義
盛
（
後
に
新
宮
十

郎
行
家
と
称
す
）
ら
少
数
の
人
々
だ
け
が
無
事
に
落
ち
延
び
、
各
々
縁
故
を
頼
ん
で

各
地
に
隠
れ
住
ん
だ
。

　
こ
う
し
て
、
院
政
は
い
っ
た
ん
途
切
れ
、
再
び
天
皇
親
政
が
始
っ
た
。
保
元
元
年

閏
九
月
十
八
日
の
宣
旨
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
保
元
の
新
制
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

後
白
河
天
皇
は
、
第
一
条
に
お
い
て
新
立
庄
園
を
禁
止
し
、
第
三
条
と
第
四
条
に
お

い
て
諸
社
の
神
人
並
び
に
諸
寺
諸
山
の
悪
僧
の
濫
行
を
告
発
・
停
止
し
た
が
、
諸
寺

諸
山
の
中
に
は
熊
野
山
も
入
っ
て
い
た
。
特
に
、
興
福
寺
・
延
暦
寺
・
園
城
寺
・
熊

野
山
・
金
峯
山
の
夏
衆
・
彼
岸
衆
・
先
達
・
寄
人
ら
が
僧
供
料
と
号
し
て
出
挙
利
を

加
増
し
た
り
、
或
い
は
会
頭
料
と
し
て
公
私
物
を
掠
め
取
る
な
ど
し
て
、
国
に
非
常

な
る
損
害
を
与
え
た
こ
と
が
大
い
に
批
判
さ
れ
た
。

　
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）、
後
白
河
天
皇
は
退
位
し
、
そ
の
子
守
仁
親
王
が
即
位

し
て
二
条
天
皇
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
条
天
皇
の
近
臣
が
院
政
に
反
対
し
、
朝
廷

中
心
の
政
治
を
主
張
し
た
た
め
、
中
央
政
界
は
再
び
二
党
派
（
後
白
河
上
皇
派
と
二

条
天
皇
・
美
福
門
院
派
）
に
分
裂
し
、
緊
張
が
高
ま
っ
た
。

　
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
十
二
月
九
日
、
保
元
の
乱
で
の
華
々
し
い
戦
功
を
あ
げ

た
に
も
拘
わ
ら
ず
平
清
盛
に
比
べ
て
官
位
が
低
い
こ
と
を
か
ね
て
か
ら
不
満
に
感
じ

て
い
た
源
義
朝
は
、
清
盛
が
熊
野
参
詣
の
た
め
に
一
族
・
郎
党
を
引
き
連
れ
て
京
都

を
留
守
に
し
た
た
め
、
そ
の
隙
を
狙
っ
て
数
百
の
軍
勢
で
挙
兵
し
、
後
白
河
上
皇
の

御
所
で
あ
っ
た
三
条
殿
を
焼
き
払
い
、
後
白
河
上
皇
と
二
条
天
皇
を
内
裏
に
閉
じ
込

め
、
し
か
も
四
日
後
に
は
清
盛
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
信
西
入
道
を
自
殺
に
追
い
込

ん
で
首
を
取
る
な
ど
、
戦
い
を
有
利
に
進
め
た
。

　
こ
の
時
、
熊
野
参
詣
の
途
上
に
あ
っ
た
清
盛
ら
は
、
そ
の
戦
い
の
情
報
を
得
た
時
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
は
、『
愚
管
抄
』と『
平
治
物
語
』と
で
記
述
に
幾
分
の
差
異
が
あ
る
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、『
愚
管
抄
』
よ
り
『
平
治
物
語
』
の
方
が
詳
し
い
が
、『
平
治

物
語
』
は
清
盛
を
支
援
し
た
当
時
の
熊
野
別
当
を
「
湛
快
」
と
せ
ず
に
そ
の
息
子
の

「
湛
増
」と
し
て
い
る
な
ど
、後
者
の
記
述
内
容
に
は
か
な
り
の
間
違
い
が
あ
る
た
め
、
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し
か
も
唯
一
の
例
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
以
前
、
熊
野
山
（
本
宮
と
新
宮
）
と
那
智
山
が
名
目
上
は
三
山
形
態
を

取
り
な
が
ら
、
那
智
山
は
依
然
と
し
て
別
組
織
の
命
令
系
統
下
で
活
動
し
て
い
た
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
処
置
が
取
ら
れ
実
質
的
な
三
山
化
が
は
か
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
が
、
そ
の
場
合
は
、
十
二
世
紀
初
頭
に
、
那
智
の
浜
宮
王
子
社
と
一
野
王
子
社
の

ほ
ぼ
中
間
に
「
那
智
鳥
居
政
所
」
が
あ
っ
た
こ
と（
９
（　
や
、「
上
臈
」
と
よ
ば
れ
る
か

な
り
高
位
の
職
掌
が
那
智
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
（
33
（　
　

が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
熊
野
別
当
が
那
智
山
の
統
括
者
と
し
て
の
「
那
智

別
当
」
を
兼
帯
す
る
制
度
が
定
ま
っ
た
と
見
る
な
ら
ば
、
熊
野
別
当
僧
綱
家
に
よ
る

熊
野
三
山
支
配
の
歴
史
も
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、

那
智
の
場
合
、
も
と
も
と
「
那
智
の
滝
」
を
中
心
と
し
た
修
験
者
集
団
の
独
立
性
が

強
か
っ
た
よ
う
で
、
な
か
な
か
熊
野
別
当
の
統
制
に
服
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。
そ
れ
故
に
那
智
執
行
職
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
へ
熊
野
別
当
家
の
一
員
（
行
範

の
二
男
範
誉
）
が
送
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
の
一
体
化
が
は
か
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
十
七
代
別
当
長
兼
が
石
田
別
当
家
（
岩
田
別
当
家
）、
長
兼
の
弟
の

十
八
代
別
当
湛
快
が
田
辺
別
当
家
を
世
襲
し
て
い
き
、
熊
野
別
当
は
こ
の
主
要
三
家

が
世
襲
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

三
、
湛
快
に
よ
る
田
辺
別
当
家
の
成
立

　
別
当
家
の
中
で
も
特
に
有
名
な
別
当
湛
増
を
輩
出
し
た
の
が
田
辺
別
当
家
で
あ

る
。
田
辺
別
当
家
は
湛
増
の
父
で
あ
る
十
八
代
別
当
湛
快
が
熊
野
別
当
家
か
ら
独
立

さ
せ
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
田
辺
別
当
家
成
立
以
後
、
新
宮
家
と
田
辺
家

が
別
当
職
を
め
ぐ
っ
て
競
う
こ
と
に
な
る
。
湛
快
は
熊
野
別
当
家
か
ら
田
辺
家
を
独

立
さ
せ
、
変
革
の
時
代
の
中
で
熊
野
別
当
と
し
て
熊
野
三
山
と
中
央
政
権
（
院
政
・

平
氏
政
権
）
と
の
繋
が
り
を
よ
り
密
接
に
さ
せ
、
熊
野
別
当
家
を
紀
北
を
代
表
す
る

武
士
団
の
湯
浅
党
と
並
ぶ
紀
伊
国
を
代
表
す
る
武
装
勢
力
、
さ
ら
に
は
地
方
の
権
門

の
ひ
と
つ
へ
と
発
展
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
熊
野
三
山
に

君
臨
し
た
熊
野
別
当
家
は
長
快
以
降
新
宮
を
別
当
家
（
長
範
家
）
と
田
辺
家
（
湛
快

家
）
の
二
系
統
に
分
立
し
、
新
宮
を
中
心
と
し
た
奥
熊
野
地
方
と
田
辺
を
中
心
と
し

た
口
熊
野
地
方
に
お
い
て
各
々
の
在
地
支
配
を
展
開
し
つ
つ
、
在
地
領
主
と
し
て
の

権
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
湛
快
は
別
当
に
就
任
す
る
以
前
、
保
安
年
間
（
一
一
二
〇
年
代
前
半
）、
二
十
代

半
ば
で
田
辺
地
方
に
進
出
し
、
そ
こ
に
新
熊
野
神
社
（
現
在
の
闘
鶏
神
社
）
を
創
建

し
、
そ
の
後
、
そ
こ
を
拠
点
に
熊
野
別
当
家
の
分
家
と
し
て
田
辺
家
を
創
設
し
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
湛
快
は
一
一
三
〇
年
代
、
三
〇
代
で
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
、「
本
宮

在
庁
」
と
し
て
活
躍
し
た
。
湛
快
は
別
当
長
範
・
権
別
当
長
兼
政
権
下
で
、
保
延
五

年
（
一
一
三
九
）
か
ら
保
延
七
年
（
一
一
四
一
）
に
か
け
て
、
熊
野
山
全
体
の
建
造

物
を
造
営
・
修
繕
し
た
り
儀
式
に
使
う
道
具
な
ど
を
準
備
・
修
理
す
る
こ
と
を
主
な

仕
事
と
す
る
修
理
別
当
の
職
に
就
い
て
い
た
。
こ
の
職
は
国
家
の
援
助
の
も
と
、
本

殿
・
礼
殿
・
回
廊
な
ど
の
建
物
を
建
て
直
す
指
揮
を
執
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
当
時

故
意
か
自
然
か
は
不
明
な
が
ら
火
事
に
よ
っ
て
本
宮
お
よ
び
新
宮
の
建
物
自
体
が
何

度
か
焼
け
落
ち
て
い
た
た
め
に
こ
の
修
理
別
当
と
い
う
役
職
は
熊
野
三
山
の
中
で
も

別
当
・
権
別
当
に
次
ぐ
重
要
な
役
職
で
あ
っ
た
。

　
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
三
月
廿
九
日
湛
快
は
別
当
に
補
任
さ
れ
て
い
る
（
33
（　
。
こ

れ
は
久
安
元
年
（
一
一
四
五
）
九
月
に
長
兼
が
別
当
職
就
任
後
わ
ず
か
四
年
と
い
う

は
や
さ
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
権
別
当
で
あ
っ
た
湛
快
が
別
当
職
を
継
い
だ
の
で
あ

る
。
こ
れ
以
後
、
湛
快
は
二
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
別
当
と
し
て
熊
野
三
山
に
君
臨

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
長
寛
勘
文
」
に
よ
る
と
、
久
安
年
間
（
一
一
四
五
～
一
一
五
一
）
に
、
甲
斐
国

八
代
庄
（
現
山
梨
県
八
代
郡
八
代
町
）
が
熊
野
山
に
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
。
寄
進
し

た
人
物
は
国
守
の
藤
原
顕
時
で
、
そ
の
目
的
は
熊
野
本
宮
十
一
月
八
講
用
途
に
充
て

る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
熊
野
別
当
（
湛
快
）
と
国
守
が
上
で
庄
園
を
立
て
、
そ

し
て
そ
の
後
両
三
年
を
経
て
、
鳥
羽
院
庁
下
文
を
も
っ
て
立
券
さ
れ
た
と
い
う
。

　
な
お
、
湛
快
は
、
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）、
美
福
門
院
ら
の
熊
野
参
詣
の
際
の

勧
賞
を
受
け
て
法
眼
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
（
33
（　
。
同
年
、
土
佐
国
吾
橋
庄
（
現
高
知
県

土
佐
町
～
本
山
町
）
が
長
徳
寺
を
建
立
し
た
在
地
領
主
の
八
木
氏
に
よ
っ
て
熊
野
社

領
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
。
荘
園
領
主
と
し
て
の
熊
野
三
山
の
経
済
状
況
は
良
好
と
い

え
る
。

　
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）、
湛
快
は
鳥
羽
法
皇
・
美
福
門
院
の
熊
野
参
詣
の
際
の

勧
賞
を
受
け
法
印
に
叙
任
さ
れ
た
（
3（
（　
。

　
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
三
月
五
日
、
鳥
羽
法
皇
の
熊
野
参
詣
の
際
の
勧
賞
を
受
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け
僧
綱
補
任
さ
れ
た
熊
野
別
当
家
の
関
係
者
は
、
湛
実
、
長
増
、
範
智
の
三
人
で

あ
っ
た
（
33
（　
。
湛
実
は
湛
快
の
嫡
男
で
あ
り
、
湛
増
の
長
兄
に
あ
た
る
。
湛
実
は
本
宮

の
常
任
と
し
て
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
長
増
は
前
別
当
長
兼
の
嫡
男
に
あ
た

り
、
本
宮
の
楽
器
修
理
功
で
湛
快
の
推
挙
を
受
け
て
法
橋
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
長
増
は
当
時
、
本
宮
の
修
理
別
当
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

範
智
と
は
、
行
範
の
三
弟
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
熊
野
別
当
家
を
構
成
す

る
主
要
三
家
（
新
宮
別
当
家
・
石
田
家
・
田
部
家
）
の
次
代
の
担
い
手
た
ち
が
登
場

し
、
先
行
す
る
行
範
は
別
と
し
て
、
共
に
法
橋
位
を
与
え
ら
れ
、
同
じ
出
発
線
に
並

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
保
元
・
平
治
の
乱
と
湛
快

　
一
一
五
〇
年
代
の
中
央
政
界
は
、
崇
徳
上
皇
派
と
鳥
羽
上
皇
・
後
白
河
上
皇
派
の

二
大
党
派
に
分
裂
し
、
両
者
は
貴
族
や
有
力
武
士
た
ち
を
巻
き
込
み
一
触
即
発
の
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

　
当
時
、
湛
快
が
創
設
し
た
熊
野
別
当
家
庶
流
の
田
辺
家
で
は
、
湛
快
が
本
宮
に
常

任
し
組
織
強
化
・
所
領
拡
大
に
つ
と
め
て
い
た
た
め
、
息
子
の
湛
実
・
湛
増
兄
弟
（
当

時
三
十
歳
～
二
十
歳
代
か
）
が
父
に
代
わ
っ
て
田
辺
地
方
に
お
け
る
在
地
支
配
を
推

し
進
め
て
い
た
。

　
久
寿
三
年
（
一
一
五
六
）
三
月
以
前
の
あ
る
時
期
、
湛
快
は
鳥
羽
法
皇
の
要
請
を

受
け
、
す
で
に
利
権
の
一
部
を
獲
得
し
て
い
た
石
清
水
八
幡
宮
領
芳
養
庄
に
隣
接
し

た
守
子
内
親
王
領
相
楽
・
南
部
庄
の
下
司
職
に
請
料
三
〇
〇
石
で
任
ぜ
ら
れ
た
（
32
（　
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
田
辺
家
は
日
高
地
方
へ
本
格
的
に
進
出
し
た
。
ま
た
、
湛

快
が
別
当
の
時
代
（
一
一
四
六
～
一
一
七
二
）
に
、
開
発
領
主
散
位
俊
成
が
三
河
国

竹
谷
・
蒲
形
庄
（
現
愛
知
県
蒲
郡
市
）
を
熊
野
山
に
寄
進
し
た
が
、
湛
快
は
こ
れ
を

自
ら
領
掌
し
た
後
、
実
の
娘
に
譲
渡
し
た
。
こ
の
後
、
竹
谷
・
蒲
形
庄
は
熊
野
別
当

家
の
歴
史
と
と
も
に
波
乱
に
富
ん
だ
変
遷
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

　
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
七
月
二
日
、鳥
羽
上
皇
が
死
去
す
る
と
、緊
張
が
高
ま
っ

て
い
た
中
央
の
政
治
情
勢
が
動
い
た
。
保
元
の
乱
は
十
一
日
早
朝
、
後
白
河
天
皇

方
の
平
清
盛
、
源
義
朝
ら
の
軍
勢
六
〇
〇
騎
余
り
が
白
河
北
殿
を
奇
襲
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
戦
い
は
あ
っ
け
な
く
一
日
足
ら
ず
で
終
結
し
、
崇
徳

上
皇
方
の
完
全
な
敗
北
と
な
っ
て
終
わ
っ
た
。
藤
原
頼
長
は
そ
の
戦
い
で
重
傷
を
負

い
死
亡
。
そ
し
て
、
加
担
し
た
貴
族
た
ち
は
流
罪
、
捕
虜
と
な
っ
た
。
平
忠
正
・
平

家
弘
ら
十
一
人
の
平
氏
、
さ
ら
に
源
為
義
ら
十
二
人
の
源
氏
の
武
士
た
ち
は
、
藤
原

信
西
入
道
の
建
言
に
よ
り
次
々
と
斬
首
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
時
戦
い
に
加
わ
っ
た

者
の
中
で
、
父
の
為
義
と
同
行
し
て
い
た
熊
野
新
宮
出
身
の
源
義
盛
（
後
に
新
宮
十

郎
行
家
と
称
す
）
ら
少
数
の
人
々
だ
け
が
無
事
に
落
ち
延
び
、
各
々
縁
故
を
頼
ん
で

各
地
に
隠
れ
住
ん
だ
。

　
こ
う
し
て
、
院
政
は
い
っ
た
ん
途
切
れ
、
再
び
天
皇
親
政
が
始
っ
た
。
保
元
元
年

閏
九
月
十
八
日
の
宣
旨
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
保
元
の
新
制
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

後
白
河
天
皇
は
、
第
一
条
に
お
い
て
新
立
庄
園
を
禁
止
し
、
第
三
条
と
第
四
条
に
お

い
て
諸
社
の
神
人
並
び
に
諸
寺
諸
山
の
悪
僧
の
濫
行
を
告
発
・
停
止
し
た
が
、
諸
寺

諸
山
の
中
に
は
熊
野
山
も
入
っ
て
い
た
。
特
に
、
興
福
寺
・
延
暦
寺
・
園
城
寺
・
熊

野
山
・
金
峯
山
の
夏
衆
・
彼
岸
衆
・
先
達
・
寄
人
ら
が
僧
供
料
と
号
し
て
出
挙
利
を

加
増
し
た
り
、
或
い
は
会
頭
料
と
し
て
公
私
物
を
掠
め
取
る
な
ど
し
て
、
国
に
非
常

な
る
損
害
を
与
え
た
こ
と
が
大
い
に
批
判
さ
れ
た
。

　
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）、
後
白
河
天
皇
は
退
位
し
、
そ
の
子
守
仁
親
王
が
即
位

し
て
二
条
天
皇
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
条
天
皇
の
近
臣
が
院
政
に
反
対
し
、
朝
廷

中
心
の
政
治
を
主
張
し
た
た
め
、
中
央
政
界
は
再
び
二
党
派
（
後
白
河
上
皇
派
と
二

条
天
皇
・
美
福
門
院
派
）
に
分
裂
し
、
緊
張
が
高
ま
っ
た
。

　
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
十
二
月
九
日
、
保
元
の
乱
で
の
華
々
し
い
戦
功
を
あ
げ

た
に
も
拘
わ
ら
ず
平
清
盛
に
比
べ
て
官
位
が
低
い
こ
と
を
か
ね
て
か
ら
不
満
に
感
じ

て
い
た
源
義
朝
は
、
清
盛
が
熊
野
参
詣
の
た
め
に
一
族
・
郎
党
を
引
き
連
れ
て
京
都

を
留
守
に
し
た
た
め
、
そ
の
隙
を
狙
っ
て
数
百
の
軍
勢
で
挙
兵
し
、
後
白
河
上
皇
の

御
所
で
あ
っ
た
三
条
殿
を
焼
き
払
い
、
後
白
河
上
皇
と
二
条
天
皇
を
内
裏
に
閉
じ
込

め
、
し
か
も
四
日
後
に
は
清
盛
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
信
西
入
道
を
自
殺
に
追
い
込

ん
で
首
を
取
る
な
ど
、
戦
い
を
有
利
に
進
め
た
。

　
こ
の
時
、
熊
野
参
詣
の
途
上
に
あ
っ
た
清
盛
ら
は
、
そ
の
戦
い
の
情
報
を
得
た
時
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
は
、『
愚
管
抄
』と『
平
治
物
語
』と
で
記
述
に
幾
分
の
差
異
が
あ
る
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、『
愚
管
抄
』
よ
り
『
平
治
物
語
』
の
方
が
詳
し
い
が
、『
平
治

物
語
』
は
清
盛
を
支
援
し
た
当
時
の
熊
野
別
当
を
「
湛
快
」
と
せ
ず
に
そ
の
息
子
の

「
湛
増
」と
し
て
い
る
な
ど
、後
者
の
記
述
内
容
に
は
か
な
り
の
間
違
い
が
あ
る
た
め
、
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し
か
も
唯
一
の
例
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
以
前
、
熊
野
山
（
本
宮
と
新
宮
）
と
那
智
山
が
名
目
上
は
三
山
形
態
を

取
り
な
が
ら
、
那
智
山
は
依
然
と
し
て
別
組
織
の
命
令
系
統
下
で
活
動
し
て
い
た
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
処
置
が
取
ら
れ
実
質
的
な
三
山
化
が
は
か
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
が
、
そ
の
場
合
は
、
十
二
世
紀
初
頭
に
、
那
智
の
浜
宮
王
子
社
と
一
野
王
子
社
の

ほ
ぼ
中
間
に
「
那
智
鳥
居
政
所
」
が
あ
っ
た
こ
と（
９
（　
や
、「
上
臈
」
と
よ
ば
れ
る
か

な
り
高
位
の
職
掌
が
那
智
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
（
33
（　
　

が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
熊
野
別
当
が
那
智
山
の
統
括
者
と
し
て
の
「
那
智

別
当
」
を
兼
帯
す
る
制
度
が
定
ま
っ
た
と
見
る
な
ら
ば
、
熊
野
別
当
僧
綱
家
に
よ
る

熊
野
三
山
支
配
の
歴
史
も
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、

那
智
の
場
合
、
も
と
も
と
「
那
智
の
滝
」
を
中
心
と
し
た
修
験
者
集
団
の
独
立
性
が

強
か
っ
た
よ
う
で
、
な
か
な
か
熊
野
別
当
の
統
制
に
服
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。
そ
れ
故
に
那
智
執
行
職
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
へ
熊
野
別
当
家
の
一
員
（
行
範

の
二
男
範
誉
）
が
送
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
の
一
体
化
が
は
か
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
十
七
代
別
当
長
兼
が
石
田
別
当
家
（
岩
田
別
当
家
）、
長
兼
の
弟
の

十
八
代
別
当
湛
快
が
田
辺
別
当
家
を
世
襲
し
て
い
き
、
熊
野
別
当
は
こ
の
主
要
三
家

が
世
襲
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

三
、
湛
快
に
よ
る
田
辺
別
当
家
の
成
立

　
別
当
家
の
中
で
も
特
に
有
名
な
別
当
湛
増
を
輩
出
し
た
の
が
田
辺
別
当
家
で
あ

る
。
田
辺
別
当
家
は
湛
増
の
父
で
あ
る
十
八
代
別
当
湛
快
が
熊
野
別
当
家
か
ら
独
立

さ
せ
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
田
辺
別
当
家
成
立
以
後
、
新
宮
家
と
田
辺
家

が
別
当
職
を
め
ぐ
っ
て
競
う
こ
と
に
な
る
。
湛
快
は
熊
野
別
当
家
か
ら
田
辺
家
を
独

立
さ
せ
、
変
革
の
時
代
の
中
で
熊
野
別
当
と
し
て
熊
野
三
山
と
中
央
政
権
（
院
政
・

平
氏
政
権
）
と
の
繋
が
り
を
よ
り
密
接
に
さ
せ
、
熊
野
別
当
家
を
紀
北
を
代
表
す
る

武
士
団
の
湯
浅
党
と
並
ぶ
紀
伊
国
を
代
表
す
る
武
装
勢
力
、
さ
ら
に
は
地
方
の
権
門

の
ひ
と
つ
へ
と
発
展
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
熊
野
三
山
に

君
臨
し
た
熊
野
別
当
家
は
長
快
以
降
新
宮
を
別
当
家
（
長
範
家
）
と
田
辺
家
（
湛
快

家
）
の
二
系
統
に
分
立
し
、
新
宮
を
中
心
と
し
た
奥
熊
野
地
方
と
田
辺
を
中
心
と
し

た
口
熊
野
地
方
に
お
い
て
各
々
の
在
地
支
配
を
展
開
し
つ
つ
、
在
地
領
主
と
し
て
の

権
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
湛
快
は
別
当
に
就
任
す
る
以
前
、
保
安
年
間
（
一
一
二
〇
年
代
前
半
）、
二
十
代

半
ば
で
田
辺
地
方
に
進
出
し
、
そ
こ
に
新
熊
野
神
社
（
現
在
の
闘
鶏
神
社
）
を
創
建

し
、
そ
の
後
、
そ
こ
を
拠
点
に
熊
野
別
当
家
の
分
家
と
し
て
田
辺
家
を
創
設
し
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
湛
快
は
一
一
三
〇
年
代
、
三
〇
代
で
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
、「
本
宮

在
庁
」
と
し
て
活
躍
し
た
。
湛
快
は
別
当
長
範
・
権
別
当
長
兼
政
権
下
で
、
保
延
五

年
（
一
一
三
九
）
か
ら
保
延
七
年
（
一
一
四
一
）
に
か
け
て
、
熊
野
山
全
体
の
建
造

物
を
造
営
・
修
繕
し
た
り
儀
式
に
使
う
道
具
な
ど
を
準
備
・
修
理
す
る
こ
と
を
主
な

仕
事
と
す
る
修
理
別
当
の
職
に
就
い
て
い
た
。
こ
の
職
は
国
家
の
援
助
の
も
と
、
本

殿
・
礼
殿
・
回
廊
な
ど
の
建
物
を
建
て
直
す
指
揮
を
執
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
当
時

故
意
か
自
然
か
は
不
明
な
が
ら
火
事
に
よ
っ
て
本
宮
お
よ
び
新
宮
の
建
物
自
体
が
何

度
か
焼
け
落
ち
て
い
た
た
め
に
こ
の
修
理
別
当
と
い
う
役
職
は
熊
野
三
山
の
中
で
も

別
当
・
権
別
当
に
次
ぐ
重
要
な
役
職
で
あ
っ
た
。

　
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
三
月
廿
九
日
湛
快
は
別
当
に
補
任
さ
れ
て
い
る
（
33
（　
。
こ

れ
は
久
安
元
年
（
一
一
四
五
）
九
月
に
長
兼
が
別
当
職
就
任
後
わ
ず
か
四
年
と
い
う

は
や
さ
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
権
別
当
で
あ
っ
た
湛
快
が
別
当
職
を
継
い
だ
の
で
あ

る
。
こ
れ
以
後
、
湛
快
は
二
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
別
当
と
し
て
熊
野
三
山
に
君
臨

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
長
寛
勘
文
」
に
よ
る
と
、
久
安
年
間
（
一
一
四
五
～
一
一
五
一
）
に
、
甲
斐
国

八
代
庄
（
現
山
梨
県
八
代
郡
八
代
町
）
が
熊
野
山
に
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
。
寄
進
し

た
人
物
は
国
守
の
藤
原
顕
時
で
、
そ
の
目
的
は
熊
野
本
宮
十
一
月
八
講
用
途
に
充
て

る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
熊
野
別
当
（
湛
快
）
と
国
守
が
上
で
庄
園
を
立
て
、
そ

し
て
そ
の
後
両
三
年
を
経
て
、
鳥
羽
院
庁
下
文
を
も
っ
て
立
券
さ
れ
た
と
い
う
。

　
な
お
、
湛
快
は
、
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）、
美
福
門
院
ら
の
熊
野
参
詣
の
際
の

勧
賞
を
受
け
て
法
眼
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
（
33
（　
。
同
年
、
土
佐
国
吾
橋
庄
（
現
高
知
県

土
佐
町
～
本
山
町
）
が
長
徳
寺
を
建
立
し
た
在
地
領
主
の
八
木
氏
に
よ
っ
て
熊
野
社

領
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
。
荘
園
領
主
と
し
て
の
熊
野
三
山
の
経
済
状
況
は
良
好
と
い

え
る
。

　
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）、
湛
快
は
鳥
羽
法
皇
・
美
福
門
院
の
熊
野
参
詣
の
際
の

勧
賞
を
受
け
法
印
に
叙
任
さ
れ
た
（
3（
（　
。

　
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
三
月
五
日
、
鳥
羽
法
皇
の
熊
野
参
詣
の
際
の
勧
賞
を
受



熊野別当と熊野水軍―湛増期における熊野水軍の動向―

235

と
し
て
の
本
宮
社
僧
・
本
宮
御
師
と
し
て
の
仕
事
も
十
分
に
果
た
し
て
い
た
。

　
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
湛
増
は
、
本
業
と
し
て
の
職
務
も
果
た
し
て
い
た
が
、

単
に
三
山
の
運
営
を
担
う
名
士
た
る
こ
と
を
指
向
し
な
か
っ
た
。
在
地
に
お
い
て
ば

か
り
で
は
な
く
、
京
都
で
も
自
身
の
周
辺
に
武
力
を
養
い
、「
武
家
」・「
武
門
」
と

し
て
力
を
蓄
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
別
当
家
の
中
で

も
湛
増
の
家
系
の
み
が
持
つ
指
向
性
で
あ
っ
た
。

二
、
湛
増
の
軍
事
行
動
と
挫
折

　
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
四
月
九
日
に
発
せ
ら
れ
た
以
仁
王
の
平
家
追
討
の
令
旨

は
、
平
治
の
乱
後
、
新
宮
に
亡
命
し
て
い
た
源
為
義
の
子
十
郎
行
家
の
手
で
い
ち
早

く
熊
野
に
も
た
ら
さ
れ
た
。こ
の
令
旨
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
三
山
の
意
志
は
割
れ
、

内
紛
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、『
平
家
物
語
』
に
記
述
が
あ

る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
諸
本
に
よ
り
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
で
は
平
家
に
恩
義
を
感
じ
て
い
た
湛
増
は
、
那
智
・
新

宮
が
源
氏
に
与
力
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
新
宮
湊
に
軍
を
進
め
、新
宮
の
鳥
居
法
眼
・

高
坊
法
眼
・
宇
井
・
鈴
木
・
水
屋
・
亀
の
甲
、
那
智
の
執
行
法
眼
と
戦
い
、
三
日
間

の
激
闘
の
末
湛
増
の
方
が
敗
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、延
慶
本
で
は
那
智
執
行
・

権
寺
主
・
正
寺
主
・
覚
悟
法
橋
・
羅
睺
羅
法
橋
・
鳥
居
法
橋
・
高
坊
法
橋
等
は
、
田

辺
法
橋
を
大
将
軍
と
し
て
、
行
家
に
同
調
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
た
新
宮
方
を
襲
撃

し
て
敗
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
、
源
氏
に
同
調
す

る
動
き
を
見
せ
た
の
は
那
智
・
新
宮
方
の
那
智
執
行
・
正
寺
主
・
権
寺
主
・
羅
睺
羅

法
橋
・
高
坊
法
眼
等
で
あ
り
、
平
家
へ
の
恩
義
か
ら
こ
れ
を
攻
め
た
の
は
大
江
法
眼

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
、
高
橋
修
氏
は
自
著
の
論
文
中
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
食
い
違
い
は
、
諸
本
が
、
確
た
る
事
実
に
立
脚
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
後
の
情
勢
の
推
移
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
予
定
調
和
的
に
こ
の
内
紛
を
説
明
し

よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
諸
本
に
一
致
し
て
い
る
、
熊
野
に

以
仁
王
令
旨
が
い
ち
早
く
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
内
紛
が

起
っ
た
こ
と
だ
け
を
事
実
と
し
て
確
認
し
て
お
け
ば
十
分
で
あ
る
（
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本
論
文
で
は
こ
の
高
橋
氏
の
論
に
沿
い
、
内
紛
が
起
っ
た
と
い
う
事
実
の
み
受
け

取
ろ
う
と
思
う
。

　
湛
増
の
挙
兵
に
関
す
る
記
録
は
、『
玉
葉
』
治
承
四
年
九
月
三
日
条
に
始
ま
る
。

こ
の
条
を
含
め
て
、挙
兵
初
期
段
階
に
お
け
る
関
連
記
事
を
『
玉
葉
』
か
ら
抜
粋
し
、

列
挙
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

■
治
承
四
年
九
月
三
日
条

三
日
、
伝
聞
、
熊
野
権
別
当
湛
増
謀
反
、
焼
払
其
弟
湛
覚
城
、
及
所
領
之
人
家

数
数
千
宇
、鹿
瀬
以
南
併
掠
領
了
、行
明
同
意
云
々
、此
事
去
月
中
旬
比
事
云
々
、

■
同
九
月
十
一
日
条

十
一
日
、
又
熊
野
湛
増
、
猶
事
悪
逆
、
別
当
範
智
与
力
了
云
々
、

■
同
九
月
十
九
日
条

十
九
日
、
又
熊
野
事
、
追
日
熾
盛
、
然
而
未
及
其
沙
汰
云
々
、

■
同
十
月
二
日
条

二
日
、又
傳
聞
、[

去
月
晦
比
、]

熊
野
湛
増
之
舘
、其
弟
湛
覺
攻
戰
、相
互
死
者
多
、

未
落[

候]

云
々
、

■
同
十
月
三
日
条

三
日
、
伝
聞
、
熊
野
合
戦
謬
説
云
々
、

　
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
九
条
兼
実
の
伝
聞
に
基
づ
い
て
い
る
。
当
時
の
熊
野
は
、
熊

野
詣
の
盛
況
に
よ
り
、
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
決
し
て
縁
遠
い
場
所
で
は
な
く
、
彼
ら

独
自
の
情
報
経
路
も
確
保
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。情
報
の
混
乱
は
あ
る
が
、

信
頼
で
き
る
記
事
で
あ
る
。

　
ま
ず
湛
増
の
挙
兵
が
八
月
中
旬
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
源

頼
朝
の
挙
兵
は
八
月
十
七
日
、
木
曽
義
仲
の
挙
兵
は
九
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

湛
増
は
、
諸
国
源
氏
に
先
駆
け
て
兵
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
が
独
自
性
の
強
い
反
平

家
の
挙
兵
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
と
思
う
。

　
次
に
、
弟
湛
覚
と
の
抗
争
か
ら
軍
事
活
動
が
始
ま
っ
た
の
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ

る
。『
仁
和
寺
諸
記
抄
』
と
い
う
記
録
に
は
「
熊
野
山
権
別
当
湛
増
、
去
年
十
月
比
、

欲
殺
害
舎
弟
法
眼
湛
覚
之
由
、
依
令
言
上
、
為
決
真
偽
、
雖
召
其
身
、
猥
構
城
郭
、

無
心
参
洛
、
敢
不
恐
鳳
衙
、
弥
致
狼
戻
、
或
焼
払
門
勢
家
領
、
或
掠
取
諸
国
往
反
船
」
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こ
こ
で
は
後
者
を
採
ら
ず
、
同
時
代
史
料
と
し
て
信
憑
性
の
高
い
『
愚
管
抄
』
の
方

を
史
料
と
し
て
採
用
し
た
い
。

　『
愚
管
抄
』
に
よ
る
と
、
義
朝
ら
が
挙
兵
し
た
頃
に
、
清
盛
ら
は
息
子
の
基
盛
や

宗
盛
ら
と
共
に
「
二
タ
ガ
ワ
ノ
宿
」
に
す
な
わ
ち
田
辺
付
近
に
い
た
が
、
従
う
武
士

も
平
家
貞
ら
僅
か
十
五
人
で
、
今
後
ど
う
す
べ
き
か
思
い
悩
み
、
い
っ
た
ん
こ
の
ま

ま
筑
紫
へ
落
ち
、
時
機
を
待
っ
て
再
び
京
へ
攻
め
入
ろ
う
と
い
う
意
見
も
出
た
。
し

か
し
、
こ
れ
に
対
し
紀
伊
の
有
力
武
士
で
ち
ょ
う
ど
清
盛
に
伺
候
し
て
い
た
湯
浅
宗

重
が
「
ソ
ノ
時
ハ
ヨ
キ
勢
ニ
テ
、
タ
ダ
オ
ワ
シ
マ
セ
、
京
ヘ
ハ
入
レ
マ
イ
ラ
セ
ナ
ン
」

と
即
時
に
京
へ
入
る
こ
と
を
進
言
し
「
武
者
」
三
十
七
騎
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
か
ね
て
か
ら
熊
野
御
幸
や
個
人
参
詣
な
ど
の
際
の
師
檀
関

係
を
通
じ
て
平
氏
と
親
交
の
あ
っ
た
「
熊
野
ノ
湛
快
」（
当
時
六
十
一
歳
）
は
、
武

士
を
出
す
代
わ
り
に
鎧
七
領
と
弓
矢
を
提
供
し
、
湯
浅
宗
重
と
共
に
支
援
を
行
う
こ

と
を
約
束
し
た
（
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こ
の
結
果
、
清
盛
は
熊
野
参
詣
を
い
っ
た
ん
取
り
止
め
て
京
都
に
引
き
返
し
、
同

月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
信
頼
・
義
朝
ら
の
軍
勢
を
攻
撃
し
、
勝
利
し

た
。

　
こ
う
し
て
戦
い
に
敗
れ
た
源
氏
は
、
中
央
に
お
い
て
も
地
方
に
お
い
て
も
一
時
後

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
以
後
、
畿
内
近
国
・
西
国
を
地
盤
と
す
る
平
氏
が
権
勢
を
振

る
こ
と
と
な
っ
た
。
湛
快
は
、
熊
野
三
山
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
、
院
政
の
下
で

次
代
を
担
う
権
力
者
の
先
頭
に
立
っ
た
平
清
盛
と
個
人
的
に
親
密
な
関
係
を
持
ち
、

そ
の
深
い
恩
顧
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　第
二
章

　湛
増
の
台
頭

一
、
別
当
家
の
中
の
湛
増

　
熊
野
別
当
湛
増
は
、
中
世
前
期
の
紀
伊
を
代
表
す
る
人
物
で
、
全
国
に
多
く
の
荘

園
や
所
領
を
持
つ
荘
園
領
主
と
し
て
の
熊
野
三
山
と
、
そ
の
現
地
統
括
者
お
よ
び
地

方
権
門
・
在
地
領
主
と
し
て
の
熊
野
別
当
家
、
さ
ら
に
は
武
力
と
し
て
の
熊
野
水
軍

の
名
を
全
国
的
に
広
め
た
人
物
で
あ
る
。

　
湛
増
は
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）、
十
八
代
目
熊
野
別
当
湛
快
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』
に
よ
る
と
、
兄
弟
は
四
人
で
、
長
兄
が
湛
実
、

次
弟
が
湛
政
、
三
弟
が
湛
覚
と
い
い
、
姉
妹
は
五
人
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
若
き

日
の
湛
増
に
つ
い
て
は
『
平
治
物
語
』
な
ど
に
、
真
偽
不
明
の
話
が
書
か
れ
て
い
る

だ
け
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
湛
増
が
確
実
な
史
料
に
初
め
て
登
場
す
る
の

は
『
玉
葉
』
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
八
月
十
三
日
条
の
記
事
に
お
い
て
で
あ
る
。

十
三
日
、
昨
今
物
忌
也
、
今
暁
山
僧
五
六
十
人
計
、
下
向
祇
陀
林
寺
邊
、
件
寺

別
当
家
散
々
打
破
歸
昇
了
云
々
、
此
事
根
元
、
熊
野
別
当
湛
快
子
、
法
眼
湛
宗

之
従
者
、
興
山
僧
去
七
日
有
濫
行
事
云
々
、
山
僧
一
両
被
□
害
了
、
依
其
事
自

公
家
召
湛
宗
之
従
等
、
給
検
非
違
使
了
、
其
後
山
僧
等
猶
為
報
答
、
俄
下
向
欲

伐
湛
宗
之
間
、
誤
破
他
人
之
家
了
、
嗚
呼
之
極
也
、
此
事
大
衆
等
不
知
、
下
法

師
原
所
為
云
々
、
或
云
、
依
此
事
自
公
家
、
山
僧
等
被
召
下
手
云
云
、
（
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こ
の
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
湛
増
は
多
く
の
従
者
を
従
え
て
京
都
に
居

を
構
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
雑
筆
要
集
』
所
載
の
院
庁
下
文
お
よ
び
そ

れ
に
対
す
る
請
文
は
、
湛
増
の
京
都
で
の
活
動
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
。
罪
を
負

い
召
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
た
隅
田
俊
村
を
速
や
か
に
差
し
出
す
よ
う
求
め
ら
れ
た
山

階
寺
（
興
福
寺
）
東
金
堂
衆
は
、
彼
は
す
で
に
同
寺
油
寄
人
職
人
を
離
れ
て
お
り
、

近
頃
で
は
熊
野
別
当
湛
増
の
房
人
に
な
っ
て
そ
の
周
辺
に
祗
候
し
て
い
る
と
の
風
聞

が
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
内
容
は
、
史
料
の
性
格
か
ら
、
京
都
で

の
出
来
事
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
隅
田
俊
村
は
、
紀
伊
国
隅
田
党
の
有
力
な
武
士

で
、
隅
田
荘
下
司
職
も
帯
び
て
い
た
（
32
（　
。
湛
増
は
京
都
で
俊
村
の
よ
う
な
武
士
を
そ

の
周
辺
に
集
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
『
玉
葉
』
に
見
た
山
僧
と
の
衝
突
も
、
彼

の
周
り
を
固
め
る
こ
う
し
た
連
中
の
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
湛
増
の
活
動

の
場
は
中
央
の
み
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。『
古
事
談
』
の
説
話
に
と
ら
れ
て
い

る
桂
林
房
上
座
覚
朝
の
よ
う
な
「
武
勇
之
器
量
」
あ
る
者
が
、
熊
野
に
お
い
て
も
湛

増
の
周
り
に
多
く
集
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
湛
増
は
承
安
二
年
の
騒
動
の
あ
と
間
も
な
く
し
て
田
辺
に
居
を
定
め
て
い
る
。
湛

増
の
父
で
あ
る
湛
快
が
田
辺
家
の
後
継
者
で
あ
っ
た
長
男
の
湛
実
が
早
死
し
た
た
め

か
、
間
も
な
く
湛
増
を
田
辺
家
の
後
継
者
に
定
め
、
田
辺
に
居
住
さ
せ
た
よ
う
で
あ

る
。
本
宮
に
い
る
こ
と
の
多
い
別
当
の
湛
快
に
代
わ
っ
て
田
辺
地
方
周
辺
地
域
の
政

治
的
・
経
済
的
な
地
盤
の
準
備
に
努
め
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
湛
増
は
本
業
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と
し
て
の
本
宮
社
僧
・
本
宮
御
師
と
し
て
の
仕
事
も
十
分
に
果
た
し
て
い
た
。

　
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
湛
増
は
、
本
業
と
し
て
の
職
務
も
果
た
し
て
い
た
が
、

単
に
三
山
の
運
営
を
担
う
名
士
た
る
こ
と
を
指
向
し
な
か
っ
た
。
在
地
に
お
い
て
ば

か
り
で
は
な
く
、
京
都
で
も
自
身
の
周
辺
に
武
力
を
養
い
、「
武
家
」・「
武
門
」
と

し
て
力
を
蓄
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
別
当
家
の
中
で

も
湛
増
の
家
系
の
み
が
持
つ
指
向
性
で
あ
っ
た
。

二
、
湛
増
の
軍
事
行
動
と
挫
折

　
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
四
月
九
日
に
発
せ
ら
れ
た
以
仁
王
の
平
家
追
討
の
令
旨

は
、
平
治
の
乱
後
、
新
宮
に
亡
命
し
て
い
た
源
為
義
の
子
十
郎
行
家
の
手
で
い
ち
早

く
熊
野
に
も
た
ら
さ
れ
た
。こ
の
令
旨
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
三
山
の
意
志
は
割
れ
、

内
紛
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、『
平
家
物
語
』
に
記
述
が
あ

る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
諸
本
に
よ
り
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
で
は
平
家
に
恩
義
を
感
じ
て
い
た
湛
増
は
、
那
智
・
新

宮
が
源
氏
に
与
力
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
新
宮
湊
に
軍
を
進
め
、新
宮
の
鳥
居
法
眼
・

高
坊
法
眼
・
宇
井
・
鈴
木
・
水
屋
・
亀
の
甲
、
那
智
の
執
行
法
眼
と
戦
い
、
三
日
間

の
激
闘
の
末
湛
増
の
方
が
敗
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、延
慶
本
で
は
那
智
執
行
・

権
寺
主
・
正
寺
主
・
覚
悟
法
橋
・
羅
睺
羅
法
橋
・
鳥
居
法
橋
・
高
坊
法
橋
等
は
、
田

辺
法
橋
を
大
将
軍
と
し
て
、
行
家
に
同
調
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
た
新
宮
方
を
襲
撃

し
て
敗
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
、
源
氏
に
同
調
す

る
動
き
を
見
せ
た
の
は
那
智
・
新
宮
方
の
那
智
執
行
・
正
寺
主
・
権
寺
主
・
羅
睺
羅

法
橋
・
高
坊
法
眼
等
で
あ
り
、
平
家
へ
の
恩
義
か
ら
こ
れ
を
攻
め
た
の
は
大
江
法
眼

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
、
高
橋
修
氏
は
自
著
の
論
文
中
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
食
い
違
い
は
、
諸
本
が
、
確
た
る
事
実
に
立
脚
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
後
の
情
勢
の
推
移
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
予
定
調
和
的
に
こ
の
内
紛
を
説
明
し

よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
諸
本
に
一
致
し
て
い
る
、
熊
野
に

以
仁
王
令
旨
が
い
ち
早
く
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
内
紛
が

起
っ
た
こ
と
だ
け
を
事
実
と
し
て
確
認
し
て
お
け
ば
十
分
で
あ
る
（
32
（　
。

　
本
論
文
で
は
こ
の
高
橋
氏
の
論
に
沿
い
、
内
紛
が
起
っ
た
と
い
う
事
実
の
み
受
け

取
ろ
う
と
思
う
。

　
湛
増
の
挙
兵
に
関
す
る
記
録
は
、『
玉
葉
』
治
承
四
年
九
月
三
日
条
に
始
ま
る
。

こ
の
条
を
含
め
て
、挙
兵
初
期
段
階
に
お
け
る
関
連
記
事
を
『
玉
葉
』
か
ら
抜
粋
し
、

列
挙
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

■
治
承
四
年
九
月
三
日
条

三
日
、
伝
聞
、
熊
野
権
別
当
湛
増
謀
反
、
焼
払
其
弟
湛
覚
城
、
及
所
領
之
人
家

数
数
千
宇
、鹿
瀬
以
南
併
掠
領
了
、行
明
同
意
云
々
、此
事
去
月
中
旬
比
事
云
々
、

■
同
九
月
十
一
日
条

十
一
日
、
又
熊
野
湛
増
、
猶
事
悪
逆
、
別
当
範
智
与
力
了
云
々
、

■
同
九
月
十
九
日
条

十
九
日
、
又
熊
野
事
、
追
日
熾
盛
、
然
而
未
及
其
沙
汰
云
々
、

■
同
十
月
二
日
条

二
日
、又
傳
聞
、[

去
月
晦
比
、]

熊
野
湛
増
之
舘
、其
弟
湛
覺
攻
戰
、相
互
死
者
多
、

未
落[

候]

云
々
、

■
同
十
月
三
日
条

三
日
、
伝
聞
、
熊
野
合
戦
謬
説
云
々
、

　
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
九
条
兼
実
の
伝
聞
に
基
づ
い
て
い
る
。
当
時
の
熊
野
は
、
熊

野
詣
の
盛
況
に
よ
り
、
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
決
し
て
縁
遠
い
場
所
で
は
な
く
、
彼
ら

独
自
の
情
報
経
路
も
確
保
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。情
報
の
混
乱
は
あ
る
が
、

信
頼
で
き
る
記
事
で
あ
る
。

　
ま
ず
湛
増
の
挙
兵
が
八
月
中
旬
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
源

頼
朝
の
挙
兵
は
八
月
十
七
日
、
木
曽
義
仲
の
挙
兵
は
九
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

湛
増
は
、
諸
国
源
氏
に
先
駆
け
て
兵
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
が
独
自
性
の
強
い
反
平

家
の
挙
兵
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
と
思
う
。

　
次
に
、
弟
湛
覚
と
の
抗
争
か
ら
軍
事
活
動
が
始
ま
っ
た
の
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ

る
。『
仁
和
寺
諸
記
抄
』
と
い
う
記
録
に
は
「
熊
野
山
権
別
当
湛
増
、
去
年
十
月
比
、

欲
殺
害
舎
弟
法
眼
湛
覚
之
由
、
依
令
言
上
、
為
決
真
偽
、
雖
召
其
身
、
猥
構
城
郭
、

無
心
参
洛
、
敢
不
恐
鳳
衙
、
弥
致
狼
戻
、
或
焼
払
門
勢
家
領
、
或
掠
取
諸
国
往
反
船
」
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こ
こ
で
は
後
者
を
採
ら
ず
、
同
時
代
史
料
と
し
て
信
憑
性
の
高
い
『
愚
管
抄
』
の
方

を
史
料
と
し
て
採
用
し
た
い
。

　『
愚
管
抄
』
に
よ
る
と
、
義
朝
ら
が
挙
兵
し
た
頃
に
、
清
盛
ら
は
息
子
の
基
盛
や

宗
盛
ら
と
共
に
「
二
タ
ガ
ワ
ノ
宿
」
に
す
な
わ
ち
田
辺
付
近
に
い
た
が
、
従
う
武
士

も
平
家
貞
ら
僅
か
十
五
人
で
、
今
後
ど
う
す
べ
き
か
思
い
悩
み
、
い
っ
た
ん
こ
の
ま

ま
筑
紫
へ
落
ち
、
時
機
を
待
っ
て
再
び
京
へ
攻
め
入
ろ
う
と
い
う
意
見
も
出
た
。
し

か
し
、
こ
れ
に
対
し
紀
伊
の
有
力
武
士
で
ち
ょ
う
ど
清
盛
に
伺
候
し
て
い
た
湯
浅
宗

重
が
「
ソ
ノ
時
ハ
ヨ
キ
勢
ニ
テ
、
タ
ダ
オ
ワ
シ
マ
セ
、
京
ヘ
ハ
入
レ
マ
イ
ラ
セ
ナ
ン
」

と
即
時
に
京
へ
入
る
こ
と
を
進
言
し
「
武
者
」
三
十
七
騎
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
か
ね
て
か
ら
熊
野
御
幸
や
個
人
参
詣
な
ど
の
際
の
師
檀
関

係
を
通
じ
て
平
氏
と
親
交
の
あ
っ
た
「
熊
野
ノ
湛
快
」（
当
時
六
十
一
歳
）
は
、
武

士
を
出
す
代
わ
り
に
鎧
七
領
と
弓
矢
を
提
供
し
、
湯
浅
宗
重
と
共
に
支
援
を
行
う
こ

と
を
約
束
し
た
（
32
（　
。

　
こ
の
結
果
、
清
盛
は
熊
野
参
詣
を
い
っ
た
ん
取
り
止
め
て
京
都
に
引
き
返
し
、
同

月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
信
頼
・
義
朝
ら
の
軍
勢
を
攻
撃
し
、
勝
利
し

た
。

　
こ
う
し
て
戦
い
に
敗
れ
た
源
氏
は
、
中
央
に
お
い
て
も
地
方
に
お
い
て
も
一
時
後

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
以
後
、
畿
内
近
国
・
西
国
を
地
盤
と
す
る
平
氏
が
権
勢
を
振

る
こ
と
と
な
っ
た
。
湛
快
は
、
熊
野
三
山
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
、
院
政
の
下
で

次
代
を
担
う
権
力
者
の
先
頭
に
立
っ
た
平
清
盛
と
個
人
的
に
親
密
な
関
係
を
持
ち
、

そ
の
深
い
恩
顧
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　第
二
章

　湛
増
の
台
頭

一
、
別
当
家
の
中
の
湛
増

　
熊
野
別
当
湛
増
は
、
中
世
前
期
の
紀
伊
を
代
表
す
る
人
物
で
、
全
国
に
多
く
の
荘

園
や
所
領
を
持
つ
荘
園
領
主
と
し
て
の
熊
野
三
山
と
、
そ
の
現
地
統
括
者
お
よ
び
地

方
権
門
・
在
地
領
主
と
し
て
の
熊
野
別
当
家
、
さ
ら
に
は
武
力
と
し
て
の
熊
野
水
軍

の
名
を
全
国
的
に
広
め
た
人
物
で
あ
る
。

　
湛
増
は
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）、
十
八
代
目
熊
野
別
当
湛
快
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』
に
よ
る
と
、
兄
弟
は
四
人
で
、
長
兄
が
湛
実
、

次
弟
が
湛
政
、
三
弟
が
湛
覚
と
い
い
、
姉
妹
は
五
人
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
若
き

日
の
湛
増
に
つ
い
て
は
『
平
治
物
語
』
な
ど
に
、
真
偽
不
明
の
話
が
書
か
れ
て
い
る

だ
け
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
湛
増
が
確
実
な
史
料
に
初
め
て
登
場
す
る
の

は
『
玉
葉
』
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
八
月
十
三
日
条
の
記
事
に
お
い
て
で
あ
る
。

十
三
日
、
昨
今
物
忌
也
、
今
暁
山
僧
五
六
十
人
計
、
下
向
祇
陀
林
寺
邊
、
件
寺

別
当
家
散
々
打
破
歸
昇
了
云
々
、
此
事
根
元
、
熊
野
別
当
湛
快
子
、
法
眼
湛
宗

之
従
者
、
興
山
僧
去
七
日
有
濫
行
事
云
々
、
山
僧
一
両
被
□
害
了
、
依
其
事
自

公
家
召
湛
宗
之
従
等
、
給
検
非
違
使
了
、
其
後
山
僧
等
猶
為
報
答
、
俄
下
向
欲

伐
湛
宗
之
間
、
誤
破
他
人
之
家
了
、
嗚
呼
之
極
也
、
此
事
大
衆
等
不
知
、
下
法

師
原
所
為
云
々
、
或
云
、
依
此
事
自
公
家
、
山
僧
等
被
召
下
手
云
云
、
（
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こ
の
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
湛
増
は
多
く
の
従
者
を
従
え
て
京
都
に
居

を
構
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
雑
筆
要
集
』
所
載
の
院
庁
下
文
お
よ
び
そ

れ
に
対
す
る
請
文
は
、
湛
増
の
京
都
で
の
活
動
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
。
罪
を
負

い
召
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
た
隅
田
俊
村
を
速
や
か
に
差
し
出
す
よ
う
求
め
ら
れ
た
山

階
寺
（
興
福
寺
）
東
金
堂
衆
は
、
彼
は
す
で
に
同
寺
油
寄
人
職
人
を
離
れ
て
お
り
、

近
頃
で
は
熊
野
別
当
湛
増
の
房
人
に
な
っ
て
そ
の
周
辺
に
祗
候
し
て
い
る
と
の
風
聞

が
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
内
容
は
、
史
料
の
性
格
か
ら
、
京
都
で

の
出
来
事
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
隅
田
俊
村
は
、
紀
伊
国
隅
田
党
の
有
力
な
武
士

で
、
隅
田
荘
下
司
職
も
帯
び
て
い
た
（
32
（　
。
湛
増
は
京
都
で
俊
村
の
よ
う
な
武
士
を
そ

の
周
辺
に
集
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
『
玉
葉
』
に
見
た
山
僧
と
の
衝
突
も
、
彼

の
周
り
を
固
め
る
こ
う
し
た
連
中
の
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
湛
増
の
活
動

の
場
は
中
央
の
み
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。『
古
事
談
』
の
説
話
に
と
ら
れ
て
い

る
桂
林
房
上
座
覚
朝
の
よ
う
な
「
武
勇
之
器
量
」
あ
る
者
が
、
熊
野
に
お
い
て
も
湛

増
の
周
り
に
多
く
集
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
湛
増
は
承
安
二
年
の
騒
動
の
あ
と
間
も
な
く
し
て
田
辺
に
居
を
定
め
て
い
る
。
湛

増
の
父
で
あ
る
湛
快
が
田
辺
家
の
後
継
者
で
あ
っ
た
長
男
の
湛
実
が
早
死
し
た
た
め

か
、
間
も
な
く
湛
増
を
田
辺
家
の
後
継
者
に
定
め
、
田
辺
に
居
住
さ
せ
た
よ
う
で
あ

る
。
本
宮
に
い
る
こ
と
の
多
い
別
当
の
湛
快
に
代
わ
っ
て
田
辺
地
方
周
辺
地
域
の
政

治
的
・
経
済
的
な
地
盤
の
準
備
に
努
め
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
湛
増
は
本
業
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働
い
た
（
33
（　
。
二
十
一
日
に
は
、
二
見
浦
の
人
家
を
焼
き
払
い
、
そ
の
後
、
平
家
の
一

族
関
信
兼
の
軍
と
船
江
で
衝
突
し
た
（
3（
（　
。
張
本
戒
光
が
信
兼
の
矢
で
討
ち
取
ら
れ
た

こ
と
で
熊
野
軍
は
敗
れ
、
二
見
浦
ま
で
退
き
、
そ
こ
か
ら
海
路
熊
野
に
兵
を
引
い
た

と
い
う
。
し
か
し
実
際
は
海
上
・
山
林
に
留
ま
り
、
島
々
浦
々
を
廻
り
、
伊
勢
神
宮

領
の
阿
曽
御
園
・
鵜
方
御
厨
な
ど
を
荒
ら
し
ま
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
33
（　
。
二
月
・

閏
二
月
に
か
け
て
、
阿
波
国
・
尾
張
国
へ
も
出
兵
し
て
い
る
（
32
（　
。

　
一
月
十
九
日
に
伊
勢
に
攻
め
込
ん
だ
軍
勢
は
「
熊
野
山
湛
増
之
従
類
」
と
称
し
て

お
り
、
こ
の
時
期
の
熊
野
水
軍
の
伊
勢
・
志
摩
方
面
で
の
軍
事
活
動
に
、
湛
増
の
関

与
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
軍
事
作
戦
を
展
開
す
る
中
か
ら
、
湛
増

は
次
第
に
三
山
に
お
け
る
主
導
権
を
掌
握
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
年
、
熊
野
で
は
別
当
範
智
が
死
に
、
後
を
新
宮
家
正
嫡
の
行
命
が
継
承
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
湛
増
と
行
命
と
の
間
で
熾
烈
な
権
力
闘
争
が
展
開
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
湛
増
は
軍
事
行
動
の
成
功
を
盾
に
三
山
を「
一
切
無
異
途
一
統
」

し
、
行
命
を
孤
立
さ
せ
追
い
込
ん
で
い
っ
た
。
身
の
置
き
場
の
な
く
な
っ
た
行
命
は

熊
野
を
去
り
、
都
の
平
家
を
頼
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
田
辺
家
の
な
か
に

あ
っ
て
湛
増
に
対
抗
し
て
い
た
湛
覚
は
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
十
一
月
十
九
日

の
木
曽
義
仲
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
と
き
に
院
方
と
し
て
討
た
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時

ま
で
に
熊
野
を
離
れ
、
縁
を
頼
っ
て
後
白
河
上
皇
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
て
熊
野
に
お
け
る
湛
増
の
軍
事
政
権
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
平
氏
政
権
の
側
の
熊
野
に
お
け
る
反
乱
に
対
す
る
対
応
で
あ
る
が
、
養
和

元
年
（
一
一
八
一
）
九
月
段
階
で
、
知
行
国
主
平
頼
盛
が
追
討
使
と
し
て
派
遣
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
す
る
が
、
翌
月
に
は
頼
盛
の
二
人
の
子
息
に
変
更
と
な
っ
た
が
延
引

さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
平
為
盛
が
追
討
使
と
し
て
熊
野
に
下
向
し
た
が
何
ら
成
果
は

上
が
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
32
（　
。
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
湛
増
は
、
水
軍
を
軍

事
力
の
中
核
と
し
て
伊
勢
・
志
摩
方
面
で
の
軍
事
作
戦
を
成
功
に
導
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
三
山
に
お
け
る
実
権
を
握
り
反
対
派
を
駆
逐
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

二
、
湛
増
に
よ
る
熊
野
水
軍
の
整
備

　
湛
増
は
、
水
軍
を
主
と
す
る
熊
野
地
方
の
軍
事
力
を
自
己
の
元
に
集
中
し
、
伊
勢
・

志
摩
方
面
で
の
軍
事
作
戦
に
成
果
を
収
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
対
派
勢
力
を
駆
逐

し
、
三
山
の
政
治
的
主
導
権
を
掌
握
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
水
軍
を
構
成
し
た
熊
野
の
海
の
武
士
勢
力
と
湛
増
を
結
び
つ
け
た
要
因
と

は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
平
氏
政
権
と
の
関
わ
り
か
ら
見
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　
熊
野
は
、
太
平
洋
と
瀬
戸
内
の
航
路
が
出
会
う
列
島
に
お
け
る
海
上
交
通
の
要
地

で
あ
り
、
そ
の
沿
海
部
に
は
、
当
然
、
海
民
や
海
を
基
盤
と
す
る
領
主
た
ち
が
、
古

来
よ
り
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。『
中
右
記
』
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
八
月
十
六

日
条
に
は
「
又
南
海
道
海
賊
、
近
日
乱
発
、
盗
取
諸
国
運
上
物
也
、
而
熊
野
別
当
・

俗
別
当
等
、
給
宣
旨
可
尋
進
由
、
申
之
旨
風
聞
如
何
」
と
あ
り
、
こ
の
地
の
「
海
賊
」

と
呼
ば
れ
た
海
の
領
主
層
の
存
在
形
態
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
緩

や
か
に
三
山
の
傘
下
に
属
し
、
比
較
的
自
由
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

瀬
戸
内
な
ど
に
お
け
る
平
家
支
配
の
難
民
的
海
民
も
、
こ
の
地
に
流
入
し
て
い
た
だ

ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
平
清
盛
が
政
権
を
獲
得
す
る
と
、
こ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
生
じ
て
き

た
。
院
と
平
家
と
の
相
対
的
な
力
関
係
が
変
化
し
、
紀
伊
国
が
平
家
の
知
行
国
化
す

る
と
、
熊
野
に
対
す
る
支
配
も
当
然
強
化
の
方
向
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　『
吾
妻
鏡
』
は
後
に
、
熊
野
水
軍
の
伊
勢
侵
攻
に
つ
い
て
、
治
承
五
年
正
月

二
十
一
日
条
に
て
「
尋
此
濫
觴
、
南
海
道
者
、
当
時
平
相
国
禅
門
虜
掠
之
地
也
、
而

彼
山
依
奉
祈
関
東
繁
栄
、
為
亡
平
氏
方
人
、
有
此
企
云
々
、」
と
説
明
し
て
い
る
。

紀
伊
国
を
含
む
南
海
道
が
清
盛
に
「
虜
掠
」
に
さ
れ
て
い
た
、
そ
こ
で
熊
野
は
関
東

に
味
方
し
平
家
を
討
と
う
と
兵
を
起
こ
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
後
半
は『
吾
妻
鏡
』

の
脚
色
で
あ
る
が
、
前
半
部
は
注
目
で
き
る
。
清
盛
の
南
海
道
支
配
の
強
化
に
対
す

る
反
発
が
熊
野
の
蜂
起
を
生
ん
だ
と
す
る
指
摘
は
間
違
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
湛
増
に
従
っ
た
の
は
、
熊
野
地
方
に
対
す
る
平
家
の
支
配
強
化
の
動
き
に
反
発
す

る
、
こ
の
地
の
海
上
勢
力
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
内
乱
に
乗
じ
て
三
山
に
お
け
る

政
治
的
主
導
権
を
一
挙
に
奪
取
せ
ん
と
目
論
む
湛
増
は
、
こ
う
し
た
階
層
の
与
望
を

繋
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
水
軍
と
し
て
組
織
し
、
伊
勢
・
志
摩
地
方
で
の
軍
事

作
戦
で
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、

つ
い
に
年
来
の
宿
願
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
治
承
・
寿
永
の
乱
中
の
湛
増
と
熊
野
水
軍
の
動
向

　
治
承
の
乱
中
の
湛
増
の
動
向
は
以
上
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
で
は
、
治
承
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と
あ
り
、
前
年
十
月
以
来
の
弟
と
の
抗
争
が
、
こ
の
時
期
に
は
反
国
家
的
軍
事
行
動

に
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
湛
増
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
し
た
か
。
そ
の
疑
問
は
こ
の
段
階
で
の
湛

増
の
三
山
に
お
け
る
政
治
的
位
置
を
見
れ
ば
解
決
す
る
。

　
長
快
に
始
ま
っ
た
熊
野
別
当
家
は
長
快
の
死
後
、
嫡
男
で
新
宮
の
拠
点
を
受
け
継

い
だ
長
範
が
別
当
と
な
っ
て
継
承
し
た
。
別
当
職
は
長
範
の
後
、
岩
田
家
の
長
兼
、

本
宮
か
ら
後
に
田
辺
に
移
る
湛
快
が
中
を
継
い
だ
が
、
や
が
て
新
宮
家
の
正
嫡
行
範

の
手
に
移
っ
た
。
行
範
の
後
も
新
宮
家
の
範
智
が
就
任
し
、
そ
の
後
も
新
宮
家
の
正

嫡
の
行
命
と
決
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
湛
増
の
時
代
に
は
新
宮
家
が
別
当
を

出
す
正
統
な
家
と
し
て
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
田
辺
家
は
田
辺
に
進
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
新
宮
家
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
実
力
を
養
い
な
が
ら
も
岩
田
家
等

と
と
も
に
一
庶
流
の
位
置
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
事
態
は
湛
増
が
別

当
と
し
て
三
山
の
主
導
権
を
握
る
の
は
困
難
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
湛

増
は
、
内
乱
を
積
極
的
に
地
域
に
持
ち
込
み
、
軍
事
力
を
自
己
の
も
と
に
集
中
し
、

三
山
に
お
け
る
政
治
的
主
導
権
を
一
気
に
獲
得
せ
ん
と
い
う
企
て
を
立
て
た
の
で
あ

る
。
湛
増
が
諸
勢
力
に
も
先
駆
け
て
挙
兵
に
踏
み
切
っ
た
要
因
は
、
三
山
の
政
治
状

況
の
中
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
後
の
展
開
を
見
て

い
き
た
い
と
思
う
。

■
『
百
錬
抄
』
治
承
四
年
十
月
六
日
条

十
月
六
日
、
熊
野
前
・
別
当
湛
増
謀
反
、
仰
彼
山
常
往
等
可
追
討
之
由
宣
下
、

■
『
仁
和
寺
諸
記
抄
』
同
年
十
月
十
二
日
条

一
、
治
承
四
年
十
月
十
二
日
辛
卯
、
被
召
熊
野
湛
増
宣
旨
、

　
　
熊
野
山
前
権
別
当
湛
増
、
去
年
十
月
比
、
被
殺
害
舎
弟
法
眼
湛
覚
之
由
、

依
令
言
上
、
為
決
真
偽
、
雖
召
其
身
、
猥
構
城
郭
、
無
心
参
洛
、
敢
不
恐

鳳
衛
、
弥
致
狼
戻
、
或
焼
払
権
門
勢
家
領
、
或
掠
取
諸
国
往
反
船
、
罪
科

之
至
、
前
後
重
畳
、
朝
章
所
指
尤
可
禁
遏
、
早
仰
彼
山
別
当
法
印
範
智
已

下
常
住
輩
、
宣
令
召
進
彼
湛
増
身
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
人
頭
左
中
弁
藤
原
経
房
奉

■
『
玉
葉
』
同
年
十
一
月
一
日
条

一
日
、
天
晴
、（
中
略
）
又
聞
、
熊
野
湛
増
弥
乗
勝
云
々
、

■
『
玉
葉
』
同
年
十
一
月
十
七
日
条

十
七
日
、
天
晴
、（
中
略
）
又
聞
、
熊
野
権
別
当
湛
増
、
令
進
其
息
僧
、
仍
有

宥
免
云
々
、

　
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
湛
増
の
挙
兵
が
挫
折
し
て
い
く
様
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
八
月
の
挙
兵
段
階
に
お
け
る
湛
増
の
軍
事
行
動
は
、
前

年
十
月
以
来
の
弟
湛
覚
と
の
抗
争
を
本
格
化
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
両

者
の
抗
争
は
、
初
期
に
お
け
る
湛
増
の
攻
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
気
に
は
決
着
が

つ
か
な
か
っ
た
。
湛
増
は
田
辺
家
内
部
に
お
け
る
反
対
勢
力
を
十
分
に
抑
え
き
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
十
月
の
段
階
で
朝
廷
も
追
討
宣
旨
を
出
し
て
、
鎮
圧
の

構
え
を
表
明
し
た
。
そ
の
中
で
湛
増
の
逮
捕
が
別
当
範
智
や
常
往
等
に
命
じ
ら
れ
て

い
る
事
実
は
、
や
は
り
新
宮
家
を
中
心
と
す
る
三
山
の
大
勢
も
、
湛
増
に
与
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
先
に
掲
げ
た
『
玉
葉
』
の
記
事
で
は
、
範
智
や
行

命
も
湛
増
に
同
与
し
た
と
の
伝
聞
が
あ
っ
た
が
、そ
れ
は
誤
報
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
一
月
十
七
日
、
湛
増
は
い
っ
た
ん
降
伏
し
、
息
僧
を
人
質
に
差
し
出
し
て
宥
免

を
乞
う
た
。
こ
う
し
て
湛
増
の
企
て
は
三
山
内
部
の
反
対
勢
力
に
よ
っ
て
挫
折
し
た

か
に
見
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　第
三
章

　湛
増
と
熊
野
水
軍

一
、
伊
勢
・
志
摩
侵
攻

　
前
章
で
述
べ
た
湛
増
の
挫
折
に
よ
る
窮
地
を
、
湛
増
は
伊
勢
・
志
摩
方
面
に
水
軍

を
発
向
さ
せ
る
こ
と
で
脱
出
し
て
い
く
。
湛
増
が
こ
の
地
方
を
狙
っ
た
の
は
、
軍
事

力
が
は
る
か
に
劣
る
伊
勢
神
宮
の
所
領
が
多
く
、
ま
た
こ
の
地
方
が
平
家
の
本
拠
地

に
も
近
か
っ
た
た
め
、政
権
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
ら
れ
る
と
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
一
月
四
日
、「
熊
野
辺
武
勇
之
者
等
五
十
艘
計
」
が
伊

勢
に
攻
め
入
り
「
官
兵
」
を
射
ち
取
る
と
い
う
事
件
が
起
っ
た
（
33
（　
。
熊
野
水
軍
の
伊

勢
侵
攻
は
こ
の
日
に
始
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
菜
切
島
に
集
結
し
た
「
熊
野
山
衆
徒

等
」
は
翌
五
日
に
は
、
折
か
ら
志
摩
国
警
護
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
平
家
々
人

伊
豆
江
四
郎
を
襲
い
敗
走
さ
せ
て
い
る
（
33
（　
。
勢
い
に
乗
っ
た
「
熊
野
山
悪
僧
等
」
は
、

十
九
日
に
浦
七
ヶ
所
の
民
屋
を
追
捕
し
、
ま
た
伊
勢
宮
に
乱
入
す
る
な
ど
の
狼
藉
を
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働
い
た
（
33
（　
。
二
十
一
日
に
は
、
二
見
浦
の
人
家
を
焼
き
払
い
、
そ
の
後
、
平
家
の
一

族
関
信
兼
の
軍
と
船
江
で
衝
突
し
た
（
3（
（　
。
張
本
戒
光
が
信
兼
の
矢
で
討
ち
取
ら
れ
た

こ
と
で
熊
野
軍
は
敗
れ
、
二
見
浦
ま
で
退
き
、
そ
こ
か
ら
海
路
熊
野
に
兵
を
引
い
た

と
い
う
。
し
か
し
実
際
は
海
上
・
山
林
に
留
ま
り
、
島
々
浦
々
を
廻
り
、
伊
勢
神
宮

領
の
阿
曽
御
園
・
鵜
方
御
厨
な
ど
を
荒
ら
し
ま
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
33
（　
。
二
月
・

閏
二
月
に
か
け
て
、
阿
波
国
・
尾
張
国
へ
も
出
兵
し
て
い
る
（
32
（　
。

　
一
月
十
九
日
に
伊
勢
に
攻
め
込
ん
だ
軍
勢
は
「
熊
野
山
湛
増
之
従
類
」
と
称
し
て

お
り
、
こ
の
時
期
の
熊
野
水
軍
の
伊
勢
・
志
摩
方
面
で
の
軍
事
活
動
に
、
湛
増
の
関

与
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
軍
事
作
戦
を
展
開
す
る
中
か
ら
、
湛
増

は
次
第
に
三
山
に
お
け
る
主
導
権
を
掌
握
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
年
、
熊
野
で
は
別
当
範
智
が
死
に
、
後
を
新
宮
家
正
嫡
の
行
命
が
継
承
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
湛
増
と
行
命
と
の
間
で
熾
烈
な
権
力
闘
争
が
展
開
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
湛
増
は
軍
事
行
動
の
成
功
を
盾
に
三
山
を「
一
切
無
異
途
一
統
」

し
、
行
命
を
孤
立
さ
せ
追
い
込
ん
で
い
っ
た
。
身
の
置
き
場
の
な
く
な
っ
た
行
命
は

熊
野
を
去
り
、
都
の
平
家
を
頼
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
田
辺
家
の
な
か
に

あ
っ
て
湛
増
に
対
抗
し
て
い
た
湛
覚
は
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
十
一
月
十
九
日

の
木
曽
義
仲
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
と
き
に
院
方
と
し
て
討
た
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時

ま
で
に
熊
野
を
離
れ
、
縁
を
頼
っ
て
後
白
河
上
皇
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
て
熊
野
に
お
け
る
湛
増
の
軍
事
政
権
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
平
氏
政
権
の
側
の
熊
野
に
お
け
る
反
乱
に
対
す
る
対
応
で
あ
る
が
、
養
和

元
年
（
一
一
八
一
）
九
月
段
階
で
、
知
行
国
主
平
頼
盛
が
追
討
使
と
し
て
派
遣
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
す
る
が
、
翌
月
に
は
頼
盛
の
二
人
の
子
息
に
変
更
と
な
っ
た
が
延
引

さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
平
為
盛
が
追
討
使
と
し
て
熊
野
に
下
向
し
た
が
何
ら
成
果
は

上
が
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
32
（　
。
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
湛
増
は
、
水
軍
を
軍

事
力
の
中
核
と
し
て
伊
勢
・
志
摩
方
面
で
の
軍
事
作
戦
を
成
功
に
導
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
三
山
に
お
け
る
実
権
を
握
り
反
対
派
を
駆
逐
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

二
、
湛
増
に
よ
る
熊
野
水
軍
の
整
備

　
湛
増
は
、
水
軍
を
主
と
す
る
熊
野
地
方
の
軍
事
力
を
自
己
の
元
に
集
中
し
、
伊
勢
・

志
摩
方
面
で
の
軍
事
作
戦
に
成
果
を
収
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
対
派
勢
力
を
駆
逐

し
、
三
山
の
政
治
的
主
導
権
を
掌
握
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
水
軍
を
構
成
し
た
熊
野
の
海
の
武
士
勢
力
と
湛
増
を
結
び
つ
け
た
要
因
と

は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
平
氏
政
権
と
の
関
わ
り
か
ら
見
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　
熊
野
は
、
太
平
洋
と
瀬
戸
内
の
航
路
が
出
会
う
列
島
に
お
け
る
海
上
交
通
の
要
地

で
あ
り
、
そ
の
沿
海
部
に
は
、
当
然
、
海
民
や
海
を
基
盤
と
す
る
領
主
た
ち
が
、
古

来
よ
り
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。『
中
右
記
』
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
八
月
十
六

日
条
に
は
「
又
南
海
道
海
賊
、
近
日
乱
発
、
盗
取
諸
国
運
上
物
也
、
而
熊
野
別
当
・

俗
別
当
等
、
給
宣
旨
可
尋
進
由
、
申
之
旨
風
聞
如
何
」
と
あ
り
、
こ
の
地
の
「
海
賊
」

と
呼
ば
れ
た
海
の
領
主
層
の
存
在
形
態
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
緩

や
か
に
三
山
の
傘
下
に
属
し
、
比
較
的
自
由
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

瀬
戸
内
な
ど
に
お
け
る
平
家
支
配
の
難
民
的
海
民
も
、
こ
の
地
に
流
入
し
て
い
た
だ

ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
平
清
盛
が
政
権
を
獲
得
す
る
と
、
こ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
生
じ
て
き

た
。
院
と
平
家
と
の
相
対
的
な
力
関
係
が
変
化
し
、
紀
伊
国
が
平
家
の
知
行
国
化
す

る
と
、
熊
野
に
対
す
る
支
配
も
当
然
強
化
の
方
向
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　『
吾
妻
鏡
』
は
後
に
、
熊
野
水
軍
の
伊
勢
侵
攻
に
つ
い
て
、
治
承
五
年
正
月

二
十
一
日
条
に
て
「
尋
此
濫
觴
、
南
海
道
者
、
当
時
平
相
国
禅
門
虜
掠
之
地
也
、
而

彼
山
依
奉
祈
関
東
繁
栄
、
為
亡
平
氏
方
人
、
有
此
企
云
々
、」
と
説
明
し
て
い
る
。

紀
伊
国
を
含
む
南
海
道
が
清
盛
に
「
虜
掠
」
に
さ
れ
て
い
た
、
そ
こ
で
熊
野
は
関
東

に
味
方
し
平
家
を
討
と
う
と
兵
を
起
こ
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
後
半
は『
吾
妻
鏡
』

の
脚
色
で
あ
る
が
、
前
半
部
は
注
目
で
き
る
。
清
盛
の
南
海
道
支
配
の
強
化
に
対
す

る
反
発
が
熊
野
の
蜂
起
を
生
ん
だ
と
す
る
指
摘
は
間
違
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
湛
増
に
従
っ
た
の
は
、
熊
野
地
方
に
対
す
る
平
家
の
支
配
強
化
の
動
き
に
反
発
す

る
、
こ
の
地
の
海
上
勢
力
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
内
乱
に
乗
じ
て
三
山
に
お
け
る

政
治
的
主
導
権
を
一
挙
に
奪
取
せ
ん
と
目
論
む
湛
増
は
、
こ
う
し
た
階
層
の
与
望
を

繋
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
水
軍
と
し
て
組
織
し
、
伊
勢
・
志
摩
地
方
で
の
軍
事

作
戦
で
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、

つ
い
に
年
来
の
宿
願
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
治
承
・
寿
永
の
乱
中
の
湛
増
と
熊
野
水
軍
の
動
向

　
治
承
の
乱
中
の
湛
増
の
動
向
は
以
上
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
で
は
、
治
承
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と
あ
り
、
前
年
十
月
以
来
の
弟
と
の
抗
争
が
、
こ
の
時
期
に
は
反
国
家
的
軍
事
行
動

に
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
湛
増
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
し
た
か
。
そ
の
疑
問
は
こ
の
段
階
で
の
湛

増
の
三
山
に
お
け
る
政
治
的
位
置
を
見
れ
ば
解
決
す
る
。

　
長
快
に
始
ま
っ
た
熊
野
別
当
家
は
長
快
の
死
後
、
嫡
男
で
新
宮
の
拠
点
を
受
け
継

い
だ
長
範
が
別
当
と
な
っ
て
継
承
し
た
。
別
当
職
は
長
範
の
後
、
岩
田
家
の
長
兼
、

本
宮
か
ら
後
に
田
辺
に
移
る
湛
快
が
中
を
継
い
だ
が
、
や
が
て
新
宮
家
の
正
嫡
行
範

の
手
に
移
っ
た
。
行
範
の
後
も
新
宮
家
の
範
智
が
就
任
し
、
そ
の
後
も
新
宮
家
の
正

嫡
の
行
命
と
決
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
湛
増
の
時
代
に
は
新
宮
家
が
別
当
を

出
す
正
統
な
家
と
し
て
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
田
辺
家
は
田
辺
に
進
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
新
宮
家
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
実
力
を
養
い
な
が
ら
も
岩
田
家
等

と
と
も
に
一
庶
流
の
位
置
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
事
態
は
湛
増
が
別

当
と
し
て
三
山
の
主
導
権
を
握
る
の
は
困
難
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
湛

増
は
、
内
乱
を
積
極
的
に
地
域
に
持
ち
込
み
、
軍
事
力
を
自
己
の
も
と
に
集
中
し
、

三
山
に
お
け
る
政
治
的
主
導
権
を
一
気
に
獲
得
せ
ん
と
い
う
企
て
を
立
て
た
の
で
あ

る
。
湛
増
が
諸
勢
力
に
も
先
駆
け
て
挙
兵
に
踏
み
切
っ
た
要
因
は
、
三
山
の
政
治
状

況
の
中
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
後
の
展
開
を
見
て

い
き
た
い
と
思
う
。

■
『
百
錬
抄
』
治
承
四
年
十
月
六
日
条

十
月
六
日
、
熊
野
前
・
別
当
湛
増
謀
反
、
仰
彼
山
常
往
等
可
追
討
之
由
宣
下
、

■
『
仁
和
寺
諸
記
抄
』
同
年
十
月
十
二
日
条

一
、
治
承
四
年
十
月
十
二
日
辛
卯
、
被
召
熊
野
湛
増
宣
旨
、

　
　
熊
野
山
前
権
別
当
湛
増
、
去
年
十
月
比
、
被
殺
害
舎
弟
法
眼
湛
覚
之
由
、

依
令
言
上
、
為
決
真
偽
、
雖
召
其
身
、
猥
構
城
郭
、
無
心
参
洛
、
敢
不
恐

鳳
衛
、
弥
致
狼
戻
、
或
焼
払
権
門
勢
家
領
、
或
掠
取
諸
国
往
反
船
、
罪
科

之
至
、
前
後
重
畳
、
朝
章
所
指
尤
可
禁
遏
、
早
仰
彼
山
別
当
法
印
範
智
已

下
常
住
輩
、
宣
令
召
進
彼
湛
増
身
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
人
頭
左
中
弁
藤
原
経
房
奉

■
『
玉
葉
』
同
年
十
一
月
一
日
条

一
日
、
天
晴
、（
中
略
）
又
聞
、
熊
野
湛
増
弥
乗
勝
云
々
、

■
『
玉
葉
』
同
年
十
一
月
十
七
日
条

十
七
日
、
天
晴
、（
中
略
）
又
聞
、
熊
野
権
別
当
湛
増
、
令
進
其
息
僧
、
仍
有

宥
免
云
々
、

　
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
湛
増
の
挙
兵
が
挫
折
し
て
い
く
様
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
八
月
の
挙
兵
段
階
に
お
け
る
湛
増
の
軍
事
行
動
は
、
前

年
十
月
以
来
の
弟
湛
覚
と
の
抗
争
を
本
格
化
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
両

者
の
抗
争
は
、
初
期
に
お
け
る
湛
増
の
攻
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
気
に
は
決
着
が

つ
か
な
か
っ
た
。
湛
増
は
田
辺
家
内
部
に
お
け
る
反
対
勢
力
を
十
分
に
抑
え
き
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
十
月
の
段
階
で
朝
廷
も
追
討
宣
旨
を
出
し
て
、
鎮
圧
の

構
え
を
表
明
し
た
。
そ
の
中
で
湛
増
の
逮
捕
が
別
当
範
智
や
常
往
等
に
命
じ
ら
れ
て

い
る
事
実
は
、
や
は
り
新
宮
家
を
中
心
と
す
る
三
山
の
大
勢
も
、
湛
増
に
与
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
先
に
掲
げ
た
『
玉
葉
』
の
記
事
で
は
、
範
智
や
行

命
も
湛
増
に
同
与
し
た
と
の
伝
聞
が
あ
っ
た
が
、そ
れ
は
誤
報
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
一
月
十
七
日
、
湛
増
は
い
っ
た
ん
降
伏
し
、
息
僧
を
人
質
に
差
し
出
し
て
宥
免

を
乞
う
た
。
こ
う
し
て
湛
増
の
企
て
は
三
山
内
部
の
反
対
勢
力
に
よ
っ
て
挫
折
し
た

か
に
見
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　第
三
章

　湛
増
と
熊
野
水
軍

一
、
伊
勢
・
志
摩
侵
攻

　
前
章
で
述
べ
た
湛
増
の
挫
折
に
よ
る
窮
地
を
、
湛
増
は
伊
勢
・
志
摩
方
面
に
水
軍

を
発
向
さ
せ
る
こ
と
で
脱
出
し
て
い
く
。
湛
増
が
こ
の
地
方
を
狙
っ
た
の
は
、
軍
事

力
が
は
る
か
に
劣
る
伊
勢
神
宮
の
所
領
が
多
く
、
ま
た
こ
の
地
方
が
平
家
の
本
拠
地

に
も
近
か
っ
た
た
め
、政
権
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
ら
れ
る
と
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
一
月
四
日
、「
熊
野
辺
武
勇
之
者
等
五
十
艘
計
」
が
伊

勢
に
攻
め
入
り
「
官
兵
」
を
射
ち
取
る
と
い
う
事
件
が
起
っ
た
（
33
（　
。
熊
野
水
軍
の
伊

勢
侵
攻
は
こ
の
日
に
始
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
菜
切
島
に
集
結
し
た
「
熊
野
山
衆
徒

等
」
は
翌
五
日
に
は
、
折
か
ら
志
摩
国
警
護
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
平
家
々
人

伊
豆
江
四
郎
を
襲
い
敗
走
さ
せ
て
い
る
（
33
（　
。
勢
い
に
乗
っ
た
「
熊
野
山
悪
僧
等
」
は
、

十
九
日
に
浦
七
ヶ
所
の
民
屋
を
追
捕
し
、
ま
た
伊
勢
宮
に
乱
入
す
る
な
ど
の
狼
藉
を
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文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
年
十
月
十
七
日
、
義
経
は
、
後
白
河
上
皇
に
迫
り
、
頼

朝
追
討
の
宣
旨
を
得
る
。
そ
し
て
畿
内
近
国
に
兵
を
募
る
が
、
こ
れ
に
応
ず
る
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
十
月
二
十
九
日
、
頼
朝
は
、
義
経
追
討
の
た
め
の
軍
を
自

ら
率
い
て
鎌
倉
を
発
っ
た
。
義
経
は
進
退
極
ま
り
、
十
一
月
六
日
、
大
物
浦
か
ら
西

国
を
目
指
し
て
船
を
出
す
が
強
風
に
阻
ま
れ
、
そ
の
後
姿
を
眩
ま
せ
て
し
ま
う
。

　
こ
う
し
た
政
局
の
中
で
、湛
増
は
ど
の
よ
う
に
身
を
処
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
帰
参
を
許
さ
れ
た
湯
浅
宗
重
宛
に
出
さ
れ
た
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
五
月
五
日

付
の
頼
朝
下
文
案
の
中
に
「
九
郎
判
官
・
十
郎
蔵
人
謀
反
之
時
、
紀
州
之
輩
太
略
莫

（
不
脱
）
属
彼
、
而
宗
重
法
師
独
抜
郡
、
存
奉
公
之
道
理
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
（
32
（　
。

宗
重
率
い
る
湯
浅
党
は
、紀
伊
国
北
部
一
帯
に
強
大
な
勢
力
を
誇
る
武
士
団
で
あ
る
。

平
家
の
有
力
家
人
佐
藤
氏
没
落
以
後
は
、
紀
北
に
湯
浅
党
以
外
の
大
き
な
武
士
勢
力

は
存
在
し
な
い
。
と
す
れ
ば
、こ
こ
に
い
う
義
経
に
与
力
し
た
「
紀
州
之
輩
」
と
は
、

湛
増
の
統
率
す
る
紀
南
熊
野
の
勢
力
を
お
い
て
他
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
湛
増
は
、
内
乱
期
よ
り
の
深
い
縁
故
に
よ
り
、
義
経
の
誘
い
に
応
じ
、
彼

に
与
力
下
に
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
義
経
が
あ
っ
け
な
く
没
落
し
て
し
ま
っ
た

の
で
、
湛
増
は
頼
朝
に
帰
順
す
る
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
九
月
二
十
日
条
は
、
そ
の
後
の
湛
増
と
頼

朝
と
の
関
係
を
物
語
る
史
料
と
し
て
興
味
深
い
。

■
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
九
月
二
十
日
条

廿
日
、
熊
野
別
当
法
印
湛
増
使
者
永
禅
、
参
着
于
関
東
、
叙
法
印
之
後
、
未
啓

子
細
、恐
思
之
由
也
、以
此
次
、相
副
巻
数
、献
綾
三
十
端
、是
太
背
御
意
云
々
、

（
中
略
）
即
被
返
下
使
者
云
々
、

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
湛
増
は
、
法
印
位
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
の
報
告
の
た
め
、
鎌
倉

に
使
者
を
遣
わ
し
、
巻
数
と
綾
三
十
反
を
頼
朝
に
献
上
し
た
が
、
頼
朝
は
受
け
取
る

い
わ
れ
は
な
い
と
跳
ね
付
け
、
献
上
品
を
使
者
に
突
き
返
し
て
い
る
。
湛
増
は
元
曆

元
年
に
、
お
そ
ら
く
は
義
経
任
官
と
一
連
の
人
事
の
中
で
別
当
職
に
補
任
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
就
職
は
、
義
経
没
落
と
共
に
、
社
会
的
認
知
を
受
け
ら
れ
な
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
別
の
信
頼
し
う
る
史
料
に
よ
る
と
、
湛
増

の
別
当
就
職
は
、
文
治
三
年
と
な
っ
て
お
り
（
（3
（　
、
思
う
に
湛
増
は
こ
の
年
、
再
び
朝

廷
に
乞
う
て
、
改
め
て
別
当
に
補
任
し
て
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
こ
う
し
た
経
緯
を
、
義
経
と
の
因
縁
ま
で
含
め
て
弁
明
し
、
頼
朝
の
承
認
を
取
り

付
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
吾
妻
鏡
』
の
中
に
あ
る
「
未
啓
子
細
、
恐
思
之

由
也
、」
と
は
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
も
含
む
も
の
と
考
え
た
い
。
だ
が
頼
朝
は
、

容
易
に
は
湛
増
を
許
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　
湛
増
が
許
さ
れ
正
式
に
帰
参
が
か
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
八
年
後
の
建
久
六
年

（
一
一
九
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
五
月
十
日
、
湛
増
は
、
す
で
に
還
暦
を

優
に
こ
え
た
老
齢
を
お
し
て
、
自
身
鎌
倉
に
赴
き
、
若
君
頼
家
に
甲
を
献
じ
た
。
こ

の
時
、
頼
朝
と
の
対
面
も
許
さ
れ
て
い
る
（
（3
（　
。
こ
う
し
て
熊
野
別
当
湛
増
は
、
よ
う

や
く
義
経
与
同
の
罪
を
、
頼
朝
か
ら
免
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
熊
野
水
軍
も
、
鎌
倉
幕

府
体
制
下
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
を
公
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）、
湛
増
は
六
十
九
歳
で
こ
の
世
を

去
っ
た
。

　
　お
わ
り
に

　
湛
増
の
死
後
、
田
辺
家
は
湛
増
の
長
男
湛
顕
が
継
ぎ
、
別
当
職
に
は
新
宮
家
の
行

快
が
就
い
た
。
湛
増
の
死
か
ら
二
年
後
、
田
辺
家
内
に
財
産
を
め
ぐ
る
争
い
が
生
じ

た
の
で
あ
っ
た
。

　『
猪
熊
関
白
記
』
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
八
月
四
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
、

湛
増
の
息
子
た
ち
の
間
で
、
父
湛
増
の
遺
財
相
論
が
起
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
湛

顕
と
田
辺
家
の
長
老
的
な
存
在
で
あ
っ
た
叔
父
湛
政
（
湛
増
の
弟
）
と
の
所
領
争
い

も
同
時
に
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
二
一
〇
年
代
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
説
話
集
『
古
事
談
』
は
、
桂
林
房

上
座
覚
朝
な
る
湛
増
の
家
人
だ
っ
た
男
が
、
や
が
て
湛
顕
と
そ
の
子
快
実
の
代
に
な

り
、
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）、
快
実
の
刺
客
に
よ
っ
て
斬
殺
さ
れ
た
と
い
う
話
を

載
せ
る
。
作
者
は
「
熊
野
川
之
習
」
と
か
た
ず
け
て
い
る
が
、
湛
増
死
後
に
お
け
る

田
辺
家
内
部
の
家
人
層
ま
で
巻
き
込
ん
だ
権
力
闘
争
に
伴
う
暗
殺
事
件
が
、
説
話
化

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
湛
増
の
死
後
、
田
辺
家
内
に
は
様
々
な
矛
盾
が
噴
出
し
て
き
た
の

で
あ
り
、後
を
継
い
だ
湛
顕
は
、そ
の
た
め
生
起
し
た
内
紛
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
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の
乱
中
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
反
平
家
の
立
場
で
三
山
の
実
権
を
掌
握
し
た
湛
増
が
水
軍
を
率
い
て
源
義
経
軍
に

合
流
し
た
こ
と
が
都
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、屋
島
合
戦
後
の
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）

二
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

■
『
吾
妻
鏡
』
元
曆
二
年
二
月
二
十
一
日
条

廿
一
日
、
熊
野
別
当
湛
増
為
合
力
源
氏
同
渡
之
由
、
今
日
風
聞
洛
中
云
々
、

　
湛
増
は
、
こ
の
段
階
ま
で
は
独
自
の
軍
事
行
動
を
展
開
し
て
い
た
。
す
で
に
挙
兵

当
初
か
ら
源
氏
軍
の
一
勢
力
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、『
吾
妻
鏡
』
の

作
為
で
あ
る
。

　
湛
増
の
源
氏
軍
参
加
は
、
義
経
の
要
請
に
応
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
の
谷
合

戦
の
後
、
入
洛
し
た
頃
よ
り
、
義
経
の
熊
野
へ
の
調
略
は
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
の
両
者
の
動
向
か
ら
、
湛
増
は
、
鎌
倉
殿
の
御
家
人
に
な
っ
た
と
い

う
よ
り
も
、
義
経
の
家
人
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
源
氏

軍
参
加
以
前
の
出
来
事
で
は
あ
る
が
、
湛
増
は
、
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
十
月
に
、

念
願
の
別
当
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る
（
32
（　
。
こ
の
補
任
に
つ
い
て
、
阪
本
敏
行
氏
は
一

の
谷
合
戦
後
、
義
経
が
左
衛
門
少
尉
・
検
非
違
使
に
任
じ
ら
れ
十
月
に
院
内
昇
殿
を

許
さ
れ
た
、
後
白
河
院
に
よ
る
人
事
と
一
連
の
も
の
考
え
て
い
る
（
32
（　
。
湛
増
の
別
当

就
任
が
義
経
の
推
挙
に
よ
る
も
の
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
段
階
か
ら

両
者
が
一
味
と
し
て
活
動
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
両
者
の
関
係
を
知
る
上
で
も
興
味
深
い
記
述
が
次
の
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
二

年
（
一
一
八
五
）
三
月
九
日
・
十
一
日
条
で
あ
る
。

■
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
二
年
三
月
九
日
条

九
日
、
参
河
守
自
西
海
被
献
状
云
、（
中
略
）
次
熊
野
別
当
湛
増
依
廷
尉
引
汲

追
討
使
、
去
比
渡
讃
岐
国
、
今
又
可
入
九
国
之
由
其
聞
、

■
『
吾
妻
鏡
』
同
年
三
月
十
一
日
条

十
一
日
、
被
遣
参
州
御
返
報
、
湛
増
渡
海
事
、
無
其
実
之
由
被
載
之
、

　
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、平
家
と
の
最
後
の
決
戦
を
前
に
し
て
、湛
増
が
義
経
の
「
引

汲
」
に
よ
り
、
範
頼
に
代
わ
っ
て
九
州
追
討
使
に
任
命
さ
れ
、
讃
岐
を
経
て
九
州
に

向
か
っ
た
と
の
情
報
が
、
範
頼
の
耳
に
入
る
。
範
頼
は
肝
を
つ
ぶ
し
、
頼
朝
に
伺
い

を
立
て
る
が
、
そ
う
し
た
事
実
は
な
い
と
の
返
事
を
受
け
た
。
義
経
が
範
頼
の
九
州

戦
線
の
膠
着
を
見
か
ね
、
頼
朝
に
無
断
で
軍
勢
の
一
部
を
湛
増
に
委
ね
九
州
に
向
か

わ
せ
、
平
家
軍
を
夾
撃
に
し
よ
う
と
策
動
す
る
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ

の
計
画
自
体
は
実
現
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
が
、
本
来
は
水
軍
を
も
た
な
い
義

経
軍
に
お
い
て
熊
野
水
軍
を
率
い
る
湛
増
の
占
め
る
位
置
の
大
き
さ
、
義
経
の
湛
増

に
対
す
る
信
頼
の
厚
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
三
月
二
十
四
日
、平
家
一
門
は
、長
門
国
壇
ノ
浦
に
滅
ぶ
。

『
平
家
物
語
』
は
、
決
戦
を
前
に
し
て
源
氏
か
平
家
か
立
場
を
決
め
か
ね
た
湛
増
が
、

熊
野
権
現
の
神
意
を
問
う
べ
く
、
新
熊
野
社
（
現
闘
鶏
神
社
）
の
社
頭
で
、
赤
鶏
と

白
鶏
と
に
よ
る
鶏
合
わ
せ
を
行
い
、
白
鶏
が
勝
つ
の
を
見
て
源
氏
軍
へ
の
参
加
を
決

め
た
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
逸
話
を
壇
ノ
浦
の
段
の
冒
頭
に
置
く
こ
と
で
、
湛
増
率

い
る
水
軍
の
帰
属
が
、
海
戦
の
勝
敗
を
大
き
く
左
右
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
叙
述
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
湛
増
は
以
仁
王
・
頼
政

の
挙
兵
後
、
い
ち
早
く
反
平
家
の
立
場
を
鮮
明
に
し
独
自
の
軍
事
活
動
を
開
始
し
て

お
り
、
こ
の
時
期
の
鶏
合
わ
せ
は
あ
り
え
な
い
。
た
だ
湛
増
が
源
氏
軍
に
加
わ
っ
た

の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
義
経
軍
へ
の
熊
野
水
軍
の
加
入
が
、

海
戦
の
展
開
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
海
上
で
の
一
大
決

戦
を
前
に
し
て
の
湛
増
の
決
断
と
、
湛
増
を
は
じ
め
と
す
る
水
軍
領
主
を
土
壇
場
で

一
挙
に
傘
下
に
収
め
た
義
経
の
手
腕
と
に
、
当
時
の
人
々
は
神
の
意
志
を
感
じ
、
鶏

合
わ
せ
の
逸
話
が
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
壇
の
浦
の
海
戦
は
、
湛
増
と
熊
野
水
軍
の
存
在
を
、
大
き
く
世
に
知
ら
し
め
る
結

果
と
な
っ
た
。

四
、
乱
後
の
湛
増

　
治
承
・
寿
永
の
内
乱
終
息
後
、
今
度
は
頼
朝
・
義
経
両
者
間
で
、
無
断
任
官
問
題

に
端
を
発
し
た
軋
轢
が
、
一
気
に
表
面
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

義
経
麾
下
で
信
任
を
得
て
い
た
湛
増
と
頼
朝
と
の
関
係
も
、
良
好
で
あ
っ
た
は
ず
が

な
か
っ
た
。
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文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
年
十
月
十
七
日
、
義
経
は
、
後
白
河
上
皇
に
迫
り
、
頼

朝
追
討
の
宣
旨
を
得
る
。
そ
し
て
畿
内
近
国
に
兵
を
募
る
が
、
こ
れ
に
応
ず
る
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
十
月
二
十
九
日
、
頼
朝
は
、
義
経
追
討
の
た
め
の
軍
を
自

ら
率
い
て
鎌
倉
を
発
っ
た
。
義
経
は
進
退
極
ま
り
、
十
一
月
六
日
、
大
物
浦
か
ら
西

国
を
目
指
し
て
船
を
出
す
が
強
風
に
阻
ま
れ
、
そ
の
後
姿
を
眩
ま
せ
て
し
ま
う
。

　
こ
う
し
た
政
局
の
中
で
、湛
増
は
ど
の
よ
う
に
身
を
処
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
帰
参
を
許
さ
れ
た
湯
浅
宗
重
宛
に
出
さ
れ
た
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
五
月
五
日

付
の
頼
朝
下
文
案
の
中
に
「
九
郎
判
官
・
十
郎
蔵
人
謀
反
之
時
、
紀
州
之
輩
太
略
莫

（
不
脱
）
属
彼
、
而
宗
重
法
師
独
抜
郡
、
存
奉
公
之
道
理
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
（
32
（　
。

宗
重
率
い
る
湯
浅
党
は
、紀
伊
国
北
部
一
帯
に
強
大
な
勢
力
を
誇
る
武
士
団
で
あ
る
。

平
家
の
有
力
家
人
佐
藤
氏
没
落
以
後
は
、
紀
北
に
湯
浅
党
以
外
の
大
き
な
武
士
勢
力

は
存
在
し
な
い
。
と
す
れ
ば
、こ
こ
に
い
う
義
経
に
与
力
し
た
「
紀
州
之
輩
」
と
は
、

湛
増
の
統
率
す
る
紀
南
熊
野
の
勢
力
を
お
い
て
他
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
湛
増
は
、
内
乱
期
よ
り
の
深
い
縁
故
に
よ
り
、
義
経
の
誘
い
に
応
じ
、
彼

に
与
力
下
に
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
義
経
が
あ
っ
け
な
く
没
落
し
て
し
ま
っ
た

の
で
、
湛
増
は
頼
朝
に
帰
順
す
る
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
九
月
二
十
日
条
は
、
そ
の
後
の
湛
増
と
頼

朝
と
の
関
係
を
物
語
る
史
料
と
し
て
興
味
深
い
。

■
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
九
月
二
十
日
条

廿
日
、
熊
野
別
当
法
印
湛
増
使
者
永
禅
、
参
着
于
関
東
、
叙
法
印
之
後
、
未
啓

子
細
、恐
思
之
由
也
、以
此
次
、相
副
巻
数
、献
綾
三
十
端
、是
太
背
御
意
云
々
、

（
中
略
）
即
被
返
下
使
者
云
々
、

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
湛
増
は
、
法
印
位
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
の
報
告
の
た
め
、
鎌
倉

に
使
者
を
遣
わ
し
、
巻
数
と
綾
三
十
反
を
頼
朝
に
献
上
し
た
が
、
頼
朝
は
受
け
取
る

い
わ
れ
は
な
い
と
跳
ね
付
け
、
献
上
品
を
使
者
に
突
き
返
し
て
い
る
。
湛
増
は
元
曆

元
年
に
、
お
そ
ら
く
は
義
経
任
官
と
一
連
の
人
事
の
中
で
別
当
職
に
補
任
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
就
職
は
、
義
経
没
落
と
共
に
、
社
会
的
認
知
を
受
け
ら
れ
な
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
別
の
信
頼
し
う
る
史
料
に
よ
る
と
、
湛
増

の
別
当
就
職
は
、
文
治
三
年
と
な
っ
て
お
り
（
（3
（　
、
思
う
に
湛
増
は
こ
の
年
、
再
び
朝

廷
に
乞
う
て
、
改
め
て
別
当
に
補
任
し
て
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
こ
う
し
た
経
緯
を
、
義
経
と
の
因
縁
ま
で
含
め
て
弁
明
し
、
頼
朝
の
承
認
を
取
り

付
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
吾
妻
鏡
』
の
中
に
あ
る
「
未
啓
子
細
、
恐
思
之

由
也
、」
と
は
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
も
含
む
も
の
と
考
え
た
い
。
だ
が
頼
朝
は
、

容
易
に
は
湛
増
を
許
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　
湛
増
が
許
さ
れ
正
式
に
帰
参
が
か
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
八
年
後
の
建
久
六
年

（
一
一
九
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
五
月
十
日
、
湛
増
は
、
す
で
に
還
暦
を

優
に
こ
え
た
老
齢
を
お
し
て
、
自
身
鎌
倉
に
赴
き
、
若
君
頼
家
に
甲
を
献
じ
た
。
こ

の
時
、
頼
朝
と
の
対
面
も
許
さ
れ
て
い
る
（
（3
（　
。
こ
う
し
て
熊
野
別
当
湛
増
は
、
よ
う

や
く
義
経
与
同
の
罪
を
、
頼
朝
か
ら
免
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
熊
野
水
軍
も
、
鎌
倉
幕

府
体
制
下
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
を
公
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）、
湛
増
は
六
十
九
歳
で
こ
の
世
を

去
っ
た
。

　
　お
わ
り
に

　
湛
増
の
死
後
、
田
辺
家
は
湛
増
の
長
男
湛
顕
が
継
ぎ
、
別
当
職
に
は
新
宮
家
の
行

快
が
就
い
た
。
湛
増
の
死
か
ら
二
年
後
、
田
辺
家
内
に
財
産
を
め
ぐ
る
争
い
が
生
じ

た
の
で
あ
っ
た
。

　『
猪
熊
関
白
記
』
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
八
月
四
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
、

湛
増
の
息
子
た
ち
の
間
で
、
父
湛
増
の
遺
財
相
論
が
起
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
湛

顕
と
田
辺
家
の
長
老
的
な
存
在
で
あ
っ
た
叔
父
湛
政
（
湛
増
の
弟
）
と
の
所
領
争
い

も
同
時
に
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
二
一
〇
年
代
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
説
話
集
『
古
事
談
』
は
、
桂
林
房

上
座
覚
朝
な
る
湛
増
の
家
人
だ
っ
た
男
が
、
や
が
て
湛
顕
と
そ
の
子
快
実
の
代
に
な

り
、
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）、
快
実
の
刺
客
に
よ
っ
て
斬
殺
さ
れ
た
と
い
う
話
を

載
せ
る
。
作
者
は
「
熊
野
川
之
習
」
と
か
た
ず
け
て
い
る
が
、
湛
増
死
後
に
お
け
る

田
辺
家
内
部
の
家
人
層
ま
で
巻
き
込
ん
だ
権
力
闘
争
に
伴
う
暗
殺
事
件
が
、
説
話
化

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
湛
増
の
死
後
、
田
辺
家
内
に
は
様
々
な
矛
盾
が
噴
出
し
て
き
た
の

で
あ
り
、後
を
継
い
だ
湛
顕
は
、そ
の
た
め
生
起
し
た
内
紛
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
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の
乱
中
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
反
平
家
の
立
場
で
三
山
の
実
権
を
掌
握
し
た
湛
増
が
水
軍
を
率
い
て
源
義
経
軍
に

合
流
し
た
こ
と
が
都
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、屋
島
合
戦
後
の
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）

二
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

■
『
吾
妻
鏡
』
元
曆
二
年
二
月
二
十
一
日
条

廿
一
日
、
熊
野
別
当
湛
増
為
合
力
源
氏
同
渡
之
由
、
今
日
風
聞
洛
中
云
々
、

　
湛
増
は
、
こ
の
段
階
ま
で
は
独
自
の
軍
事
行
動
を
展
開
し
て
い
た
。
す
で
に
挙
兵

当
初
か
ら
源
氏
軍
の
一
勢
力
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、『
吾
妻
鏡
』
の

作
為
で
あ
る
。

　
湛
増
の
源
氏
軍
参
加
は
、
義
経
の
要
請
に
応
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
の
谷
合

戦
の
後
、
入
洛
し
た
頃
よ
り
、
義
経
の
熊
野
へ
の
調
略
は
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
の
両
者
の
動
向
か
ら
、
湛
増
は
、
鎌
倉
殿
の
御
家
人
に
な
っ
た
と
い

う
よ
り
も
、
義
経
の
家
人
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
源
氏

軍
参
加
以
前
の
出
来
事
で
は
あ
る
が
、
湛
増
は
、
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
十
月
に
、

念
願
の
別
当
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る
（
32
（　
。
こ
の
補
任
に
つ
い
て
、
阪
本
敏
行
氏
は
一

の
谷
合
戦
後
、
義
経
が
左
衛
門
少
尉
・
検
非
違
使
に
任
じ
ら
れ
十
月
に
院
内
昇
殿
を

許
さ
れ
た
、
後
白
河
院
に
よ
る
人
事
と
一
連
の
も
の
考
え
て
い
る
（
32
（　
。
湛
増
の
別
当

就
任
が
義
経
の
推
挙
に
よ
る
も
の
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
段
階
か
ら

両
者
が
一
味
と
し
て
活
動
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
両
者
の
関
係
を
知
る
上
で
も
興
味
深
い
記
述
が
次
の
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
二

年
（
一
一
八
五
）
三
月
九
日
・
十
一
日
条
で
あ
る
。

■
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
二
年
三
月
九
日
条

九
日
、
参
河
守
自
西
海
被
献
状
云
、（
中
略
）
次
熊
野
別
当
湛
増
依
廷
尉
引
汲

追
討
使
、
去
比
渡
讃
岐
国
、
今
又
可
入
九
国
之
由
其
聞
、

■
『
吾
妻
鏡
』
同
年
三
月
十
一
日
条

十
一
日
、
被
遣
参
州
御
返
報
、
湛
増
渡
海
事
、
無
其
実
之
由
被
載
之
、

　
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、平
家
と
の
最
後
の
決
戦
を
前
に
し
て
、湛
増
が
義
経
の
「
引

汲
」
に
よ
り
、
範
頼
に
代
わ
っ
て
九
州
追
討
使
に
任
命
さ
れ
、
讃
岐
を
経
て
九
州
に

向
か
っ
た
と
の
情
報
が
、
範
頼
の
耳
に
入
る
。
範
頼
は
肝
を
つ
ぶ
し
、
頼
朝
に
伺
い

を
立
て
る
が
、
そ
う
し
た
事
実
は
な
い
と
の
返
事
を
受
け
た
。
義
経
が
範
頼
の
九
州

戦
線
の
膠
着
を
見
か
ね
、
頼
朝
に
無
断
で
軍
勢
の
一
部
を
湛
増
に
委
ね
九
州
に
向
か

わ
せ
、
平
家
軍
を
夾
撃
に
し
よ
う
と
策
動
す
る
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ

の
計
画
自
体
は
実
現
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
が
、
本
来
は
水
軍
を
も
た
な
い
義

経
軍
に
お
い
て
熊
野
水
軍
を
率
い
る
湛
増
の
占
め
る
位
置
の
大
き
さ
、
義
経
の
湛
増

に
対
す
る
信
頼
の
厚
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
三
月
二
十
四
日
、平
家
一
門
は
、長
門
国
壇
ノ
浦
に
滅
ぶ
。

『
平
家
物
語
』
は
、
決
戦
を
前
に
し
て
源
氏
か
平
家
か
立
場
を
決
め
か
ね
た
湛
増
が
、

熊
野
権
現
の
神
意
を
問
う
べ
く
、
新
熊
野
社
（
現
闘
鶏
神
社
）
の
社
頭
で
、
赤
鶏
と

白
鶏
と
に
よ
る
鶏
合
わ
せ
を
行
い
、
白
鶏
が
勝
つ
の
を
見
て
源
氏
軍
へ
の
参
加
を
決

め
た
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
逸
話
を
壇
ノ
浦
の
段
の
冒
頭
に
置
く
こ
と
で
、
湛
増
率

い
る
水
軍
の
帰
属
が
、
海
戦
の
勝
敗
を
大
き
く
左
右
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
叙
述
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
湛
増
は
以
仁
王
・
頼
政

の
挙
兵
後
、
い
ち
早
く
反
平
家
の
立
場
を
鮮
明
に
し
独
自
の
軍
事
活
動
を
開
始
し
て

お
り
、
こ
の
時
期
の
鶏
合
わ
せ
は
あ
り
え
な
い
。
た
だ
湛
増
が
源
氏
軍
に
加
わ
っ
た

の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
義
経
軍
へ
の
熊
野
水
軍
の
加
入
が
、

海
戦
の
展
開
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
海
上
で
の
一
大
決

戦
を
前
に
し
て
の
湛
増
の
決
断
と
、
湛
増
を
は
じ
め
と
す
る
水
軍
領
主
を
土
壇
場
で

一
挙
に
傘
下
に
収
め
た
義
経
の
手
腕
と
に
、
当
時
の
人
々
は
神
の
意
志
を
感
じ
、
鶏

合
わ
せ
の
逸
話
が
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
壇
の
浦
の
海
戦
は
、
湛
増
と
熊
野
水
軍
の
存
在
を
、
大
き
く
世
に
知
ら
し
め
る
結

果
と
な
っ
た
。

四
、
乱
後
の
湛
増

　
治
承
・
寿
永
の
内
乱
終
息
後
、
今
度
は
頼
朝
・
義
経
両
者
間
で
、
無
断
任
官
問
題

に
端
を
発
し
た
軋
轢
が
、
一
気
に
表
面
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

義
経
麾
下
で
信
任
を
得
て
い
た
湛
増
と
頼
朝
と
の
関
係
も
、
良
好
で
あ
っ
た
は
ず
が

な
か
っ
た
。
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（
13
）『
本
朝
世
紀
』
仁
平
元
年
四
月
二
十
六
日
条

（
14
）『
本
朝
世
紀
』
仁
平
三
年
三
月
五
日
条

（
15
）
貞
応
元
年
七
月
十
日
付
「
南
部
荘
官
年
貢
米
起
請
文
案
」

（
16
）『
平
治
物
語
』
平
治
元
年
十
二
月
十
日
条
に
は
「
熊
野
の
別
当
湛
増
田
辺
に
あ

り
、
御
使
を
立
て
ら
れ
け
れ
ば
、
兵
二
十
騎
た
て
ま
つ
る
、
湯
浅
権
守
宗
重
卅

余
騎
馳
参
、
彼
是
百
余
騎
に
な
り
給
ふ
」
と
あ
る
が
、
湛
増
は
当
時
、
別
当
で

は
な
く
、
熊
野
三
山
内
の
権
力
の
中
枢
部
に
も
入
り
込
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
年
齢
は
三
十
歳
、
次
代
を
担
う
直
前
の
位
置
に
立
ち
、
田
辺

に
い
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
と
は
い
え
、
山
内
で
の
立
場
が
不
安
定
な
湛
増

が
山
内
の
親
源
氏
派
の
人
々
に
気
を
遣
う
父
別
当
湛
快
や
兄
湛
実
を
差
し
置
い

て
、
二
十
騎
も
の
騎
兵
（
騎
馬
武
士
）
を
独
断
で
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ

う
か
。
も
し
、
武
士
を
動
員
し
て
平
氏
の
た
め
に
役
立
た
せ
た
の
で
あ
れ
ば
、

湛
増
は
こ
こ
で
完
全
に
平
氏
に
味
方
し
そ
の
家
人
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、『
愚
管
抄
』
に
出
て
く
る
湛
快
の
よ
う
に
、
武
具
や
武
器
だ
け
を
提
供

す
る
こ
と
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
し
て
い
る
の
で
、
湛
増
が
騎
兵
を
独
断
で
動

か
す
話
は
、
当
時
の
政
治
的
情
勢
か
ら
考
え
て
あ
り
得
る
話
で
は
な
か
っ
た
と

断
定
で
き
る
。

（
17
）『
玉
葉
』
承
安
二
年
八
月
十
三
日
条

（
18
）「
葛
原
系
図
」（『
紀
伊
続
風
土
記
』
付
録
巻
九
所
収
）、
正
治
二
年
（1200

）

二
月
十
一
日
条
石
清
水
八
幡
宮
寺
公
文
所
下
文
案
（「
隅
田
家
文
書
」）

（
19
）「
別
当
湛
増
と
熊
野
水
軍
―
そ
の
政
治
史
的
考
察
―
」
高
橋
修

（
20
）『
玉
葉
』
治
承
五
年
一
月
十
一
日
条

（
21
）『
吾
妻
鏡
』
治
承
五
年
一
月
五
日
条

（
22
）『
吾
妻
鏡
』
治
承
五
年
一
月
二
十
一
日
条

（
23
）
同
右

（
24
）『
神
宮
雑
書
』
治
承
五
年
二
月
日
付
「
皇
太
神
宮
神
主
牒
状
案
」

（
25
）『
玉
葉
』
治
承
五
年
二
月
十
四
日
条
、
同
閏
二
月
二
十
二
日
条

（
26
）『
百
錬
抄
』
養
和
元
年
十
月
十
六
日
条

（
27
）『
僧
綱
補
任
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
）

（
28
）「『
僧
綱
補
任
』
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
の
寿
永
二
年
・
三
年
の
熊
野
関
係
記

事
を
め
ぐ
る
覚
書
」
阪
本
敏
行

　『
田
辺
市
史
研
究
』
六

　
一
九
九
四
年

（
29
）『
崎
山
家
文
書
』

（
30
）『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』（『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』）

（
31
）『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
五
月
十
日
条

（
32
）
こ
の
時
期
は
、
湛
顕
・
範
命
が
並
ん
で
権
別
当
職
に
あ
っ
た
（『
熊
野
別
当
家

代
々
次
第
』）。
別
当
行
快
と
争
っ
た
相
手
は
、
単
に
「
権
別
当
」
と
し
か
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
行
快
と
相
論
を
起
こ
す
可
能
性
か
ら
考
え
て
、
こ
の
「
権
別

当
」
を
湛
顕
と
判
断
す
る
の
は
差
し
支
え
な
い
と
思
う
（
高
橋
修
「
別
当
湛
増

と
熊
野
水
軍
―
そ
の
政
治
史
的
考
察
―
」）。

（
33
）
坂
本
敏
行
「
鎌
倉
時
代
前
期
の
熊
野
別
当
家
に
か
ん
す
る
一
考
察
」（『
横
田

健
一
先
生
古
希
記
念
文
化
史
論
叢
』
下
、
一
九
八
七
年
）

（
34
）『
神
護
寺
文
書
』
貞
応
三
年
十
月
六
日
条

　
　参
考
文
献
・
参
考
資
料

《
書
籍
》

田
辺
市
史
編
纂
委
員
会
『
田
辺
市
史
』
一
九
九
一
年

　
田
辺
市

熊
野
市
史
編
纂
委
員
会
『
熊
野
市
史
』
一
九
八
三
年

　
熊
野
市

篠
原
四
郎
『
熊
野
大
社
〈
改
訂
新
版
〉』
二
〇
〇
一
年

　
学
生
社

寺
西
貞
弘
『
古
代
熊
野
の
史
的
研
究
』
二
〇
〇
四
年

　
塙
書
房

坂
本
敏
行
『
熊
野
三
山
と
熊
野
別
当
』
二
〇
〇
五
年

　
清
文
堂
出
版

和
歌
山
県
神
職
取
締
所
『
紀
伊
続
風
土
記
』
一
九
一
〇
年

　
三
星
社

増
補
『
史
料
大
成
』
刊
行
会
『
増
補

　
史
料
大
成

　
権
記
一
』
一
九
六
六
年

　
臨
川

書
店

上
野
元
『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』
一
九
七
二
年

　
清
文
堂

　

高
橋
修
編
『
熊
野
水
軍
の
さ
と

　
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
遺
産
』
二
〇
〇
九
年

　

清
文
堂

佐
藤
和
夫
『
水
軍
の
日
本
史

　
上
・
下
巻
』
二
〇
一
二
年

　
原
書
房

谷
川
健
一
・
三
石
学
編
『
海
の
熊
野
』
二
〇
一
一
年

　
森
話
社

山
内
譲
『
中
世
の
港
と
海
賊
』
二
〇
一
一
年

　
法
政
大
学
出
版
局

高
野
澄
『
熊
野
三
山
・
七
つ
の
謎
―
日
本
人
の
死
生
観
の
源
流
を
探
る
―
』

一
九
九
八
年

　
祥
伝
社

高
野
澄
『
歴
史
を
変
え
た
水
軍
の
謎
』
二
〇
一
二
年

　
祥
伝
社
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た
。

　
湛
顕
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
田
辺
家
内
部
の
問
題
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
湛
増
の
死
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
新
宮
別
当
家
が
三
山
に
お
け
る
主
導

権
を
回
複
す
べ
く
動
き
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『
猪
熊
関
白
記
』
の
記
事
か
ら
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
八
月
の
頃
、
湛
増
の

後
に
新
宮
家
か
ら
別
当
に
立
っ
て
い
た
行
快
と
権
別
当
湛
顕
と
の
間
に
相
論
が
起
っ

て
い
る
の
が
分
か
る
（
（3
（　
。
そ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
湛
増
の
死
の

翌
年
の
こ
と
で
も
あ
り
、
原
因
は
田
辺
・
新
宮
両
家
間
の
主
導
権
争
い
に
属
す
る
問

題
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
田
辺
家
内
部
の
紛
争
が
深
刻
化
し
、
新
宮
家
に
よ
る
巻
き
返
し
が
進
行
す
る
中
、

湛
顕
は
ほ
ど
な
く
死
ぬ
。こ
う
し
た
危
機
的
状
況
に
お
い
て
田
辺
家
を
継
い
だ
の
は
、

湛
顕
の
嫡
男
快
実
で
あ
っ
た
。

　
快
実
が
こ
の
苦
況
を
脱
す
る
た
め
に
と
っ
た
手
段
は
、
熊
野
権
現
へ
の
崇
敬
厚
く

三
山
へ
も
た
び
た
び
参
詣
し
て
い
た
後
鳥
羽
上
皇
に
接
近
し
て
、
そ
の
権
力
を
後
ろ

盾
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
鳥
羽
上
皇
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
快
実
は
上
皇
参
詣
の

御
師
を
勤
め
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
快
実
は
、
短
期
の
う
ち
に
急
激
に
僧
位
を
上
昇

さ
せ
て
お
り
、こ
の
こ
と
も
後
鳥
羽
上
皇
の
引
き
立
て
な
し
に
は
理
解
し
に
く
い
（
（（
（　
。

　
上
皇
へ
の
接
近
に
成
功
し
た
快
実
は
、
そ
の
関
係
を
利
用
し
て
三
山
に
お
け
る
反

対
勢
力
を
封
じ
込
め
よ
う
と
積
極
的
に
策
動
す
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
が
熊
野
で
進
行
す
る
中
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）、
承
久
の
乱

が
起
っ
た
。
快
実
を
は
じ
め
と
し
た
田
辺
家
の
中
で
も
湛
増
の
家
系
に
連
な
る
人
々

は
京
方
に
つ
い
た
の
だ
っ
た
。

　
承
久
の
乱
は
京
方
の
惨
敗
に
終
わ
っ
た
。
湛
真
・
湛
政
の
家
系
は
残
っ
た
も
の
の
、

実
質
的
に
は
湛
増
の
家
系
は
こ
こ
に
滅
亡
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
争
乱
に
伴
う
実
際
の
戦
闘
は
、
史
上
知
ら
れ
て
い
る
限
り
で
は
陸
上
の
み
で

行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
湛
増
以
来
の
熊
野
水
軍
は
快
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
が
、
主
戦
場
で
そ
の
実
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
な
機
会
は
、
つ
い

に
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
熊
野
水
軍
が
こ
の
時
期
ま
で
実
態
を

も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
（
（3
（　
。
し
か
し
承
久
の
乱
で
そ
れ
を

組
織
し
て
い
た
湛
増
以
来
の
伝
統
を
も
つ
田
辺
家
嫡
流
が
実
質
的
に
は
滅
亡
し
て
し

ま
う
。
武
家
方
・
中
立
派
の
存
在
に
よ
り
新
宮
家
を
中
心
と
す
る
新
宮
家
そ
の
も
の

は
安
泰
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
、
熊
野
の
武
士
勢
力
を
糾
合
し
て
い
く
指
向
性
も
力

量
も
当
初
よ
り
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
別
当
家
が
熊
野
地
方
に
展
開
す
る
政

治
史
の
主
役
た
り
え
た
時
代
は
こ
こ
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
湛
増
以
前
と
湛
増
の
生
涯
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
湛
増
と
熊
野
水

軍
の
軍
事
力
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
湛
増
以
後
に
お
い
て
も
簡
単
で
は
あ

る
が
、
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
別
当
家
の
勢
力
の
拡
大
の
裏
に
あ
っ
た
も
の
は
、
中
央
政

権
と
の
繋
が
り
の
重
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
水
軍
の
重
要
性
も
視
野

に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
湛
増
期
に
お
け
る
水
軍
の
重

要
性
は
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
に
お
け
る
義
経
軍
へ
の
熊
野
水
軍
の
従
軍
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
勝
利
に
注
目
し
た
時
、
明
ら
か
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
回
の
研
究
で
は
、
湛
増
期
に
お
け
る
熊
野
水
軍
の
動
向
を
中
心
に
進
め
た
た
め
、

湛
増
の
水
軍
整
備
の
確
実
性
や
湛
増
以
降
の
別
当
家
や
水
軍
の
動
向
な
ど
、
不
十
分

な
点
が
多
く
、
今
後
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
不
十
分
な

点
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
う
。

　
　後

　注

（
１
）『
古
代
熊
野
の
史
的
研
究
』P.12

　
寺
西
貞
弘

　
二
〇
〇
四
年

（
２
）『
権
記
』
長
保
二
年
正
月
廿
日
条

（
３
）『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』p.366

（
４
）『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
五
巻p.133

（
５
）『
熊
野
三
山
と
熊
野
別
当
』P.32

　
坂
本
敏
行

　
二
〇
〇
五
年

（
６
）『
中
右
記
』
寛
治
四
年
正
月
廿
二
日
条

（
７
）『
熊
野
速
玉
社
古
文
書
古
記
録
』P.300

、『
史
料
綜
覧
巻
二
』
寛
治
四
年
正
月

廿
二
日
条

（
８
）『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』P.306

（
９
）『
中
右
記
』
天
治
二
年
十
月
二
十
七
日
条

（
10
）『
中
右
記
』
元
永
元
年
十
月
十
五
日
条

（
11
）『
史
料
綜
覧
巻
三
』
久
安
二
年
三
月
廿
九
日
条

（
12
）『
兵
範
記
』
久
安
五
年
十
一
月
三
十
日
条
、『
本
朝
世
紀
』
久
安
五
年
十
二
月

十
三
日
条
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（
13
）『
本
朝
世
紀
』
仁
平
元
年
四
月
二
十
六
日
条

（
14
）『
本
朝
世
紀
』
仁
平
三
年
三
月
五
日
条

（
15
）
貞
応
元
年
七
月
十
日
付
「
南
部
荘
官
年
貢
米
起
請
文
案
」

（
16
）『
平
治
物
語
』
平
治
元
年
十
二
月
十
日
条
に
は
「
熊
野
の
別
当
湛
増
田
辺
に
あ

り
、
御
使
を
立
て
ら
れ
け
れ
ば
、
兵
二
十
騎
た
て
ま
つ
る
、
湯
浅
権
守
宗
重
卅

余
騎
馳
参
、
彼
是
百
余
騎
に
な
り
給
ふ
」
と
あ
る
が
、
湛
増
は
当
時
、
別
当
で

は
な
く
、
熊
野
三
山
内
の
権
力
の
中
枢
部
に
も
入
り
込
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
年
齢
は
三
十
歳
、
次
代
を
担
う
直
前
の
位
置
に
立
ち
、
田
辺

に
い
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
と
は
い
え
、
山
内
で
の
立
場
が
不
安
定
な
湛
増

が
山
内
の
親
源
氏
派
の
人
々
に
気
を
遣
う
父
別
当
湛
快
や
兄
湛
実
を
差
し
置
い

て
、
二
十
騎
も
の
騎
兵
（
騎
馬
武
士
）
を
独
断
で
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ

う
か
。
も
し
、
武
士
を
動
員
し
て
平
氏
の
た
め
に
役
立
た
せ
た
の
で
あ
れ
ば
、

湛
増
は
こ
こ
で
完
全
に
平
氏
に
味
方
し
そ
の
家
人
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、『
愚
管
抄
』
に
出
て
く
る
湛
快
の
よ
う
に
、
武
具
や
武
器
だ
け
を
提
供

す
る
こ
と
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
し
て
い
る
の
で
、
湛
増
が
騎
兵
を
独
断
で
動

か
す
話
は
、
当
時
の
政
治
的
情
勢
か
ら
考
え
て
あ
り
得
る
話
で
は
な
か
っ
た
と

断
定
で
き
る
。

（
17
）『
玉
葉
』
承
安
二
年
八
月
十
三
日
条

（
18
）「
葛
原
系
図
」（『
紀
伊
続
風
土
記
』
付
録
巻
九
所
収
）、
正
治
二
年
（1200

）

二
月
十
一
日
条
石
清
水
八
幡
宮
寺
公
文
所
下
文
案
（「
隅
田
家
文
書
」）

（
19
）「
別
当
湛
増
と
熊
野
水
軍
―
そ
の
政
治
史
的
考
察
―
」
高
橋
修

（
20
）『
玉
葉
』
治
承
五
年
一
月
十
一
日
条

（
21
）『
吾
妻
鏡
』
治
承
五
年
一
月
五
日
条

（
22
）『
吾
妻
鏡
』
治
承
五
年
一
月
二
十
一
日
条

（
23
）
同
右

（
24
）『
神
宮
雑
書
』
治
承
五
年
二
月
日
付
「
皇
太
神
宮
神
主
牒
状
案
」

（
25
）『
玉
葉
』
治
承
五
年
二
月
十
四
日
条
、
同
閏
二
月
二
十
二
日
条

（
26
）『
百
錬
抄
』
養
和
元
年
十
月
十
六
日
条

（
27
）『
僧
綱
補
任
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
）

（
28
）「『
僧
綱
補
任
』
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
の
寿
永
二
年
・
三
年
の
熊
野
関
係
記

事
を
め
ぐ
る
覚
書
」
阪
本
敏
行

　『
田
辺
市
史
研
究
』
六

　
一
九
九
四
年

（
29
）『
崎
山
家
文
書
』

（
30
）『
熊
野
別
当
代
々
次
第
』（『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』）

（
31
）『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
五
月
十
日
条

（
32
）
こ
の
時
期
は
、
湛
顕
・
範
命
が
並
ん
で
権
別
当
職
に
あ
っ
た
（『
熊
野
別
当
家

代
々
次
第
』）。
別
当
行
快
と
争
っ
た
相
手
は
、
単
に
「
権
別
当
」
と
し
か
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
行
快
と
相
論
を
起
こ
す
可
能
性
か
ら
考
え
て
、
こ
の
「
権
別

当
」
を
湛
顕
と
判
断
す
る
の
は
差
し
支
え
な
い
と
思
う
（
高
橋
修
「
別
当
湛
増

と
熊
野
水
軍
―
そ
の
政
治
史
的
考
察
―
」）。

（
33
）
坂
本
敏
行
「
鎌
倉
時
代
前
期
の
熊
野
別
当
家
に
か
ん
す
る
一
考
察
」（『
横
田

健
一
先
生
古
希
記
念
文
化
史
論
叢
』
下
、
一
九
八
七
年
）

（
34
）『
神
護
寺
文
書
』
貞
応
三
年
十
月
六
日
条

　
　参
考
文
献
・
参
考
資
料

《
書
籍
》

田
辺
市
史
編
纂
委
員
会
『
田
辺
市
史
』
一
九
九
一
年

　
田
辺
市

熊
野
市
史
編
纂
委
員
会
『
熊
野
市
史
』
一
九
八
三
年

　
熊
野
市

篠
原
四
郎
『
熊
野
大
社
〈
改
訂
新
版
〉』
二
〇
〇
一
年

　
学
生
社

寺
西
貞
弘
『
古
代
熊
野
の
史
的
研
究
』
二
〇
〇
四
年

　
塙
書
房

坂
本
敏
行
『
熊
野
三
山
と
熊
野
別
当
』
二
〇
〇
五
年

　
清
文
堂
出
版

和
歌
山
県
神
職
取
締
所
『
紀
伊
続
風
土
記
』
一
九
一
〇
年

　
三
星
社

増
補
『
史
料
大
成
』
刊
行
会
『
増
補

　
史
料
大
成

　
権
記
一
』
一
九
六
六
年

　
臨
川

書
店

上
野
元
『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』
一
九
七
二
年

　
清
文
堂

　

高
橋
修
編
『
熊
野
水
軍
の
さ
と

　
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
遺
産
』
二
〇
〇
九
年

　

清
文
堂

佐
藤
和
夫
『
水
軍
の
日
本
史

　
上
・
下
巻
』
二
〇
一
二
年

　
原
書
房

谷
川
健
一
・
三
石
学
編
『
海
の
熊
野
』
二
〇
一
一
年

　
森
話
社

山
内
譲
『
中
世
の
港
と
海
賊
』
二
〇
一
一
年

　
法
政
大
学
出
版
局

高
野
澄
『
熊
野
三
山
・
七
つ
の
謎
―
日
本
人
の
死
生
観
の
源
流
を
探
る
―
』

一
九
九
八
年

　
祥
伝
社

高
野
澄
『
歴
史
を
変
え
た
水
軍
の
謎
』
二
〇
一
二
年

　
祥
伝
社
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た
。

　
湛
顕
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
田
辺
家
内
部
の
問
題
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
湛
増
の
死
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
新
宮
別
当
家
が
三
山
に
お
け
る
主
導

権
を
回
複
す
べ
く
動
き
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『
猪
熊
関
白
記
』
の
記
事
か
ら
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
八
月
の
頃
、
湛
増
の

後
に
新
宮
家
か
ら
別
当
に
立
っ
て
い
た
行
快
と
権
別
当
湛
顕
と
の
間
に
相
論
が
起
っ

て
い
る
の
が
分
か
る
（
（3
（　
。
そ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
湛
増
の
死
の

翌
年
の
こ
と
で
も
あ
り
、
原
因
は
田
辺
・
新
宮
両
家
間
の
主
導
権
争
い
に
属
す
る
問

題
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
田
辺
家
内
部
の
紛
争
が
深
刻
化
し
、
新
宮
家
に
よ
る
巻
き
返
し
が
進
行
す
る
中
、

湛
顕
は
ほ
ど
な
く
死
ぬ
。こ
う
し
た
危
機
的
状
況
に
お
い
て
田
辺
家
を
継
い
だ
の
は
、

湛
顕
の
嫡
男
快
実
で
あ
っ
た
。

　
快
実
が
こ
の
苦
況
を
脱
す
る
た
め
に
と
っ
た
手
段
は
、
熊
野
権
現
へ
の
崇
敬
厚
く

三
山
へ
も
た
び
た
び
参
詣
し
て
い
た
後
鳥
羽
上
皇
に
接
近
し
て
、
そ
の
権
力
を
後
ろ

盾
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
鳥
羽
上
皇
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
快
実
は
上
皇
参
詣
の

御
師
を
勤
め
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
快
実
は
、
短
期
の
う
ち
に
急
激
に
僧
位
を
上
昇

さ
せ
て
お
り
、こ
の
こ
と
も
後
鳥
羽
上
皇
の
引
き
立
て
な
し
に
は
理
解
し
に
く
い
（
（（
（　
。

　
上
皇
へ
の
接
近
に
成
功
し
た
快
実
は
、
そ
の
関
係
を
利
用
し
て
三
山
に
お
け
る
反

対
勢
力
を
封
じ
込
め
よ
う
と
積
極
的
に
策
動
す
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
が
熊
野
で
進
行
す
る
中
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）、
承
久
の
乱

が
起
っ
た
。
快
実
を
は
じ
め
と
し
た
田
辺
家
の
中
で
も
湛
増
の
家
系
に
連
な
る
人
々

は
京
方
に
つ
い
た
の
だ
っ
た
。

　
承
久
の
乱
は
京
方
の
惨
敗
に
終
わ
っ
た
。
湛
真
・
湛
政
の
家
系
は
残
っ
た
も
の
の
、

実
質
的
に
は
湛
増
の
家
系
は
こ
こ
に
滅
亡
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
争
乱
に
伴
う
実
際
の
戦
闘
は
、
史
上
知
ら
れ
て
い
る
限
り
で
は
陸
上
の
み
で

行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
湛
増
以
来
の
熊
野
水
軍
は
快
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
が
、
主
戦
場
で
そ
の
実
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
な
機
会
は
、
つ
い

に
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
熊
野
水
軍
が
こ
の
時
期
ま
で
実
態
を

も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
（
（3
（　
。
し
か
し
承
久
の
乱
で
そ
れ
を

組
織
し
て
い
た
湛
増
以
来
の
伝
統
を
も
つ
田
辺
家
嫡
流
が
実
質
的
に
は
滅
亡
し
て
し

ま
う
。
武
家
方
・
中
立
派
の
存
在
に
よ
り
新
宮
家
を
中
心
と
す
る
新
宮
家
そ
の
も
の

は
安
泰
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
、
熊
野
の
武
士
勢
力
を
糾
合
し
て
い
く
指
向
性
も
力

量
も
当
初
よ
り
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
別
当
家
が
熊
野
地
方
に
展
開
す
る
政

治
史
の
主
役
た
り
え
た
時
代
は
こ
こ
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
湛
増
以
前
と
湛
増
の
生
涯
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
湛
増
と
熊
野
水

軍
の
軍
事
力
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
湛
増
以
後
に
お
い
て
も
簡
単
で
は
あ

る
が
、
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
別
当
家
の
勢
力
の
拡
大
の
裏
に
あ
っ
た
も
の
は
、
中
央
政

権
と
の
繋
が
り
の
重
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
水
軍
の
重
要
性
も
視
野

に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
湛
増
期
に
お
け
る
水
軍
の
重

要
性
は
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
に
お
け
る
義
経
軍
へ
の
熊
野
水
軍
の
従
軍
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
勝
利
に
注
目
し
た
時
、
明
ら
か
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
回
の
研
究
で
は
、
湛
増
期
に
お
け
る
熊
野
水
軍
の
動
向
を
中
心
に
進
め
た
た
め
、

湛
増
の
水
軍
整
備
の
確
実
性
や
湛
増
以
降
の
別
当
家
や
水
軍
の
動
向
な
ど
、
不
十
分

な
点
が
多
く
、
今
後
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
不
十
分
な

点
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
う
。

　
　後

　注

（
１
）『
古
代
熊
野
の
史
的
研
究
』P.12

　
寺
西
貞
弘

　
二
〇
〇
四
年

（
２
）『
権
記
』
長
保
二
年
正
月
廿
日
条

（
３
）『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』p.366

（
４
）『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
五
巻p.133

（
５
）『
熊
野
三
山
と
熊
野
別
当
』P.32

　
坂
本
敏
行

　
二
〇
〇
五
年

（
６
）『
中
右
記
』
寛
治
四
年
正
月
廿
二
日
条

（
７
）『
熊
野
速
玉
社
古
文
書
古
記
録
』P.300

、『
史
料
綜
覧
巻
二
』
寛
治
四
年
正
月

廿
二
日
条

（
８
）『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』P.306

（
９
）『
中
右
記
』
天
治
二
年
十
月
二
十
七
日
条

（
10
）『
中
右
記
』
元
永
元
年
十
月
十
五
日
条

（
11
）『
史
料
綜
覧
巻
三
』
久
安
二
年
三
月
廿
九
日
条

（
12
）『
兵
範
記
』
久
安
五
年
十
一
月
三
十
日
条
、『
本
朝
世
紀
』
久
安
五
年
十
二
月

十
三
日
条
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Conclusion

　　Japanese culture lives on in Taiwan, almost 
seventy years after Japanese colonists pulled 
out of the island. However, official relations 
between Japan and Taiwan have not always 
been easy. Japan does not maintain official 
diplomatic relations with Taiwan today because 
of the importance of its relationship with China. 
However, these two countries maintain unofficial 
relationships in a variety of ways. Looking at 
trends in tourism, entertainment and culture, it 
is clear that there are many Taiwanese people 
with an interest in Japan. Also, even today 
there are many people who can speak Japanese 
fluently and are familiar with Japan’s culture 
and customs. It is possible for Japanese to feel 
somewhat nostalgic when they travel in Taiwan. 
This is because Taiwan still shows signs of the 
former Japanese influence in many areas of 
society.
　　Recently, there are difficult political and 
territorial issues between the governments of 
Japan and Taiwan. These issues might endure 
for the time being. However, Taiwan is one 
of Japan’s closest East Asian neighbors and 
these two countries share values of democracy, 
freedom and human rights. Despite there being 
no diplomatic relations between two countries, 
they are deeply connected historically and 
have built sound relationships on economic and 
cultural exchanges. I believe that Japan has a 
strong bond with Taiwan and the two cultures 
can and will build even more robust relations in 
the future. 
　　Although anti-Japanese movements were 
conducted after Japan left Taiwan, there are still 
many examples of Japanese culture protected 
by Taiwanese people. The facts that Japanese 
culture and language can be seen in Taiwan 
come from both historical connections and 
new cultural frends adopted by young people. 
The Tohoku earthquake in 2011 received 

widespread attention from Taiwanese people. It 
was reported as widely in Taiwan as if it had 
happened in their country. Also, Japan received 
generous support from Taiwan in the aftermath 
of the disaster. In response to this, private 
Japanese citizens carried out a fund drive to run 
an advertisement in Taiwanese newspaper as 
a token of gratitude, which they called the “ 謝
謝台湾計画 (Xie xie Taiwan Keikaku)”. At that 
time, the Japanese government did not formally 
express gratitude for Taiwanese help. This is 
an example of the continuing bond between 
Japanese and Taiwanese people. It might be 
seen then, that political connections are not as 
important for these two countries as cultural 
and human exchanges.
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《
論
文
》

高
橋
修
「
別
当
湛
増
と
熊
野
水
軍
―
そ
の
政
治
史
的
考
察
―
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

一
四
六
号

　
一
九
九
五
年

宮
家
準
「
熊
野
別
当
系
図
の
社
会
的
意
味
」『
哲
学
』
九
一
集

　
一
九
九
〇
年

高
橋
修
「
紀
伊
半
島
の
中
世
武
士
―
熊
野
水
軍
と
湯
浅
党
―
」『
地
方
史
研
究
』

四
五
号

　
一
九
九
五
年

坂
本
敏
行
「
治
承
・
寿
永
の
内
乱
と
紀
伊
熊
野
―
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
関
係
諸
本

に
お
け
る
熊
野
関
係
逸
話
の
物
語
性
と
事
実
性
―
」『
御
影
史
学
論
集
』
三
五

号
　
二
〇
一
〇
年

坂
本
敏
行
「
熊
野
別
当
湛
増
の
風
体
と
略
伝
」『
熊
野
』
一
三
四
号

　
二
〇
〇
八
年

和
田
萃
「
古
代
の
熊
野
」『
国
文
学  
解
釈
と
鑑
賞
』
六
八
号

　
二
〇
〇
三
年

山
田
昭
全
「
平
家
物
語
と
熊
野
」『
国
文
学  
解
釈
と
鑑
賞
』
六
八
号

　
二
〇
〇
三

年

北
川
千
晶
「
紀
州
に
お
け
る
弁
慶
伝
説
―
熊
野
別
当
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」『
御

影
史
学
論
集
』
三
一
号

　
二
〇
〇
六
年

坂
本
敏
行
「
熊
野
那
智
大
社
僧
の
系
譜
に
つ
い
て
―
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
を
典

拠
と
し
て
―
」『
山
岳
修
験
』
二
三
号

　
一
九
九
九
年

渡
浩
一
「
熊
野
の
縁
起
」『
国
文
学  

解
釈
と
鑑
賞
』
五
二
号

　
一
九
八
七
年

長
谷
川
賢
二
「
熊
野
信
仰
の
広
が
り
」『
国
文
学  

解
釈
と
鑑
賞
』
六
九
号

　

二
〇
〇
四
年

五
来
重
「
熊
野
三
山
の
歴
史
と
信
仰
」『
古
美
術
』
四
二
号

　
一
九
七
三
年

田
中
久
夫
「
熊
野
と
黄
金
と
造
船
と
―
熊
野
三
山
前
史
―
」『
皇
学
館
大
学
神
道
研

究
所
紀
要
』
一
七
号

　
二
〇
〇
一
年

坂
本
敏
行
「
鎌
倉
時
代
前
期
の
熊
野
別
当
家
に
か
ん
す
る
一
考
察
」『
横
田
健
一
先

生
古
希
記
念
文
化
史
論
叢
』
下

　
一
九
八
七
年

阪
本
敏
行
「『
僧
綱
補
任
』
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
の
寿
永
二
年
・
三
年
の
熊
野
関

係
記
事
を
め
ぐ
る
覚
書
」『
田
辺
市
史
研
究
』
六

　
一
九
九
四
年


